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※ワーキングペーパーのグラフ等で用いているデータは、クレンジングデータのた

め、こちらの全国地域医療連携詳細と一部一致しない場合がございます。 

 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 福岡県 整理番号： 0017 情報更新日： 2017/2/20

〒857-1195

事務局人数 専任 0 人 4 人

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局 介護施設 その他の施設

4 86 1

施設の有無 施設数

医療機関・薬局用 ○:2要素認証,○:IDとパスワード

介護施設・その他施設用

患者用

医療機関等との通信（閲覧側） ○:インターネットVPN（IPSec+IKE）

介護施設・その他施設との通信 ○:インターネットVPN（IPSec+IKE）

患者との通信

厚生労働省標準規格の採用 ○:医療におけるデジタル画像と通信（DICOM）

情報連携基盤技術仕様

通信ネットワーク・ログインセキュリティ

医療機関等との通信（開示側） ○:インターネットVPN（IPSec+IKE）

地域共通ID △:HumanBridgeシステムを利用,△:ID-LINKシステムを利用,共通IDを使用していない

連携情報の保管場所 ○:各医療機関の院内,△:院外のデータセンター

障害対策（バックアップ体制） ○:磁気メディア等のバックアップデータを保存

利用している情報の取得元システム ○:病院（電子カルテ）より取得,○:病院（画像システム）より取得,○:検査センター（検査システム）より取得

医療情報連携ネットワークのシステム

連携方式 ○:集中型

情報共有形態 △:双方向での共有,○:参照のみ

提供しているサービス項目
△:診療情報の連携,△:電子紹介状,○:退院時サマリ,○:画像情報の共有,○:画像診断サービス,○:情報共有（掲示板、SNSなど）,○:診療・検
査予約

その他　備考・補足

共有できる情報項目

利用している情報項目
○:患者基本情報（氏名、年齢、住所等）,○:医師記録（経過記録）,○:サマリ,○:看護記録,○:その他文書,○:処方オーダ,○:注射オーダ,
○:検体検査オーダ,○:放射線検査オーダ,○:内視鏡検査オーダ,○:生理検査オーダ,○:食事オーダ,○:検体検査結果,○:生理検査結果,○:画
像（放射線検査、内視鏡検査等）

患者が同意の撤回（脱退）する場合 同意書の撤回（脱退）文書による

新たに参加施設が増えた場合 連携先追加の同意書による取得

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス）

介護施設、その他 ○:施設ごとの参加判断

患者 ○:施設毎に情報連携の可否を指定

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 同意による取得

参加患者数（実績数） 13000 13000

同意取得について

医療機関等 ○:施設ごとの参加判断

なし

登録患者数 その内の実際に情報共有している患者数

参加している病院の施
設類型

特定機能病院 なし

地域医療支援病院 なし

精神科病院

参加施設数

参加団体数（実績）

参加団体数（予定）

施設名

対象地域 市区町村単位での連携 福岡市

行政計画への記載 いいえ

参加団体数と参加患者数

ネットワーク導入による効果
○:患者サービスが向上した,△:患者の負担が軽減した,○:医療機関間で機能分化が進んだ,△:医療機関間の知識やノウハウの伝達習得が進ん
だ,○:医療機関間の人的ネットワークが進んだ,△:医師の偏在を補う効果があった,○:患者紹介の円滑化が進んだ,○:（診療所にとって）地域
中核病院のサポートが受けれれるようになった,○:（地域中核病院にとって）診療所の支援が受けられるようになった

ネットワークが現在抱えている課題 大規模な地域支援システムができた場合、そちらへシフトしていく方向で検討しています

運営について工夫した点、苦労した点 地域連携課職員による近隣のクリニック訪問時にクロスネットの紹介を行い、契約を頂いています

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的 救急医療対策,災害医療対策,医療連携,在宅医療対策

地域の課題

団体名 社会医療法人財団白十字会佐世保中央病院

住所 長崎県佐世保市大和町15

電話番号 0956-33-6560 所属部署 システム開発室

公開URL bigip.cross-net.jp

ネットワークの概要 患者情報の公開（オーダ、カルテ、検査結果、画像）院内の行事予定、医師不在予定、マニュアルなどの公開

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 病院　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 白十字会地域医療連携システムクロスネット

ネットワークの略称・愛称　 クロスネット

運用開始（予定）年 2007 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 396 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 福岡県 整理番号： 0017 情報更新日： 2017/2/20

病院 開示側 無料 閲覧側 無料

医科診療所 開示側 無料 閲覧側 無料

歯科診療所 開示側 無料 閲覧側 無料

薬局 開示側 無料 閲覧側 無料

介護施設 開示側 無料 閲覧側 無料

その他 開示側 閲覧側

患者 開示側 閲覧側

6000 回 30 回

6000 回 30 回

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス 診療情報の連携,退院時サマリ,医療従事者用モバイル対応

追加サービスと会員増加の関係 どちらとも言えない

会員増加に効果的なサービス 在宅医療連携,介護連携

人的なネットワーク （立上げ時）基幹病院 （会員増加時）基幹病院

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ 二次医療圏

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組 説明会の開催,医療機関等への訪問

特に効果のあったもの・理由 医療機関等への訪問

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 なし 電子的診療情報評価料の算定状況 あり

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

将来のシステムの更改の費用負担

将来のシステムの更改の費用負担 その他　病院負担

利用・参加料金

蓄積された個人情報・診療情報の利用

個人情報・診療情報の利用

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備 ○:個人情報保護方針の制定,○:セキュリティポリシーの制定,○:運用管理規程の制定,○:操作マニュアルの整備

安全管理
△:定期的な監査もしくは確認等（規定等が遵守されているか）,○:定期的な運用管理規程等の見直し,○:従事者との守秘義務契約,○:共有情
報の閲覧履歴の定期的確認,○:ウィルスソフトを最新バージョンに保つ,○:共有情報サーバ等の設備室の入退管理

利用・参加料金

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 397 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 福岡県 整理番号： 0115 情報更新日： 2017/3/8

〒834-0063

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係

会員増加に効果的なサービス

人的なネットワーク （立上げ時）基幹病院 （会員増加時）

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ 地方ブロック

担当者 ?田輝久 Eメールアドレス ycma@mx2.tiki.ne.jp

団体名 八女筑後医師会

住所 福岡県八女市本村656-1

電話番号 0943-22-4141 所属部署 理事

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 医師会　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 八女筑後医療ネットワーク協議会

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 398 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 福岡県 整理番号： 0183 情報更新日： 2017/2/21

〒830-0013

事務局人数 専任 0 人 3 人

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局 介護施設 その他の施設

20 56 1 1

施設の有無 施設数

厚生労働省標準規格の採用
△:医薬品HOTコードマスター,△:ICD1対応標準病名マスター,△:保健医療情報-医療波型フォーマット-第921部：符号化規則,○:医療における
デジタル画像と通信（DICOM）,○:JAHIS臨床検査データ交換規約,○:臨床検査マスター,○:JAHIS放射線データ交換規約,○:JAHIS処方データ交
換規約,△:SS-MIX2ストレージ仕様書および構築ガイドライン,○:地域医療連携における情報連携基盤技術仕様

情報連携基盤技術仕様 ○:PIX/PIXV3/PDQ/PDQV3,○:XDS.b,○:XCA,○:CT

地域共通ID ○:ID-LINKシステムを利用

連携情報の保管場所 ○:各医療機関の院内

障害対策（バックアップ体制） 特別な対策はしていない

利用している情報の取得元システム ○:病院（電子カルテ）より取得,○:病院（画像システム）より取得

医療情報連携ネットワークのシステム

連携方式 ○:分散型

情報共有形態 ○:双方向での共有

提供しているサービス項目 ○:診療情報の連携,○:退院時サマリ,○:画像情報の共有

その他　備考・補足

共有できる情報項目

利用している情報項目
○:患者基本情報（氏名、年齢、住所等）,○:病名情報,○:医師記録（経過記録）,○:サマリ,○:手術記録,○:看護記録,○:処方オーダ,○:注
射オーダ,○:検体検査オーダ,○:放射線検査オーダ,○:内視鏡検査オーダ,○:生理検査オーダ,○:検体検査結果,○:生理検査結果,○:画像（放
射線検査、内視鏡検査等）

患者が同意の撤回（脱退）する場合 同意書の撤回（脱退）文書による

新たに参加施設が増えた場合 連携先追加の同意書による取得

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス）

介護施設、その他 △:施設ごとの参加判断

患者 ○:すべての施設毎に同意を得る

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 同意による取得

参加患者数（実績数） 8364 8364

同意取得について

医療機関等 ○:施設ごとの参加判断

あり 1 聖ルチア病院

登録患者数 その内の実際に情報共有している患者数

参加している病院の施
設類型

特定機能病院 あり 1 久留米大学付属病院

地域医療支援病院 あり 2 聖マリア病院、新古賀病院

精神科病院

参加施設数

参加団体数（実績）

参加団体数（予定）

施設名

対象地域 複数県にまたがる連携 久留米保健医療圏が対象だが八女筑後・佐賀県とも連携している

行政計画への記載 はい

参加団体数と参加患者数

ネットワーク導入による効果
○:患者サービスが向上した,△:患者の負担が軽減した,○:医療機関間で機能分化が進んだ,△:医療機関間の知識やノウハウの伝達習得が進ん
だ,○:医療機関間の人的ネットワークが進んだ,△:医師の偏在を補う効果があった,○:患者紹介の円滑化が進んだ,○:（診療所にとって）地域
中核病院のサポートが受けれれるようになった,○:（地域中核病院にとって）診療所の支援が受けられるようになった

ネットワークが現在抱えている課題 閲覧施設数の増加が伸び悩み

運営について工夫した点、苦労した点 新規開示施設の増加

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的 医療連携

地域の課題
基幹病院の診療情報開示のニーズが高まり、個別に導入計画が進んでいたが、複数の基幹病院と連携する診療所が多く、機種統一の要望があっ
た

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加 協議会メンバーとして

団体名 くるめ診療情報ネットワーク協議会

住所 福岡県久留米市櫛原町45

電話番号 0942-34-4163 所属部署 事務長

公開URL http://www.azaleanet.info/

ネットワークの概要 ID-LINKを用いて地域診療情報共有システムの継続的・安定的な運営管理をおこなう

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 その他　くるめ診療情報ネットワーク協議会

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 くるめ診療情報ネットワーク

ネットワークの略称・愛称　 アザレアネット

運用開始（予定）年 2012 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 399 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 福岡県 整理番号： 0183 情報更新日： 2017/2/21

病院 開示側 有料 180000 閲覧側 無料

医科診療所 開示側 無料 閲覧側 無料

歯科診療所 開示側 閲覧側

薬局 開示側 無料 閲覧側 有料 250

介護施設 開示側 閲覧側 無料

その他 開示側 閲覧側

患者 開示側 閲覧側

千円

千円

運用費内訳 保守費 0 千円 その他費用 2258 千円

連携費用 200床以上 千円 200床以下 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

（運用費内訳） 保守費 0 千円 その他費用 0 千円

2363 回 39 回

5877 回 31 回

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係

会員増加に効果的なサービス

人的なネットワーク （立上げ時）学会･研究会 （会員増加時）基幹病院

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ 全国

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組 チラシ配布,説明会の開催,医療機関等への訪問,公的な会議での周知,医師会を通じた周知

特に効果のあったもの・理由

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 あり 電子的診療情報評価料の算定状況 あり

ネットワーク運用費用の負担（実施中）
参加施設の負担,自治体の負担,地域の医療関係
団体（医師会、その他）の負担

ネットワーク運用費用の負担（実施予定）

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

将来のシステムの更改の費用負担

将来のシステムの更改の費用負担 その他　開示施設の負担

費用の負担

ネットワーク構築費用の負担（実施中） 参加施設の負担 ネットワーク構築費用の負担（実施予定）

実施予定の
ネットワーク

0

0

主な関連IT企業

地域医療介護総合確保基金 いいえ 額（千円）・用途

その他の公的資金 

運用費用 2258

内訳

地域医療再生臨時特例交付金 いいえ 額（千円）・用途

利用・参加料金

蓄積された個人情報・診療情報の利用

個人情報・診療情報の利用

予算関係

構築費用 0 各開示施設が負担

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備
○:個人情報保護方針の制定,○:セキュリティポリシーの制定,○:運用管理規程の制定,○:操作マニュアルの整備,○:障害・災害時の対応規定
の制定

安全管理
○:定期的な監査もしくは確認等（規定等が遵守されているか）,○:定期的な運用管理規程等の見直し,○:従事者との守秘義務契約,△:共有情
報の閲覧履歴の定期的確認,○:ウィルスソフトを最新バージョンに保つ,○:共有情報サーバ等の設備室の入退管理

利用・参加料金

医療機関・薬局用 ○:IDとパスワード

介護施設・その他施設用 ○:IDとパスワード

患者用

医療機関等との通信（閲覧側） ○:インターネット（TLS1.2の高セキュリティ型)

介護施設・その他施設との通信 ○:インターネット（TLS1.2の高セキュリティ型)

患者との通信

通信ネットワーク・ログインセキュリティ

医療機関等との通信（開示側） ○:インターネットVPN（IPSec+IKE）

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 400 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 福岡県 整理番号： 0238 情報更新日： 2017/2/21

〒811-3431

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局 介護施設 その他の施設

1 14 1 16 1 2

施設の有無 施設数

病院 開示側 無料 閲覧側 無料

医科診療所 開示側 無料 閲覧側 無料

歯科診療所 開示側 無料 閲覧側 無料

薬局 開示側 無料 閲覧側 無料

介護施設 開示側 無料 閲覧側 無料

その他 開示側 無料 閲覧側 無料

患者 開示側 無料 閲覧側 無料

利用・参加料金

蓄積された個人情報・診療情報の利用

個人情報・診療情報の利用

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備
○:個人情報保護方針の制定,○:セキュリティポリシーの制定,○:運用管理規程の制定,○:操作マニュアルの整備,○:障害・災害時の対応規定
の制定

安全管理
△:定期的な監査もしくは確認等（規定等が遵守されているか）,△:定期的な運用管理規程等の見直し,○:従事者との守秘義務契約,○:共有情
報の閲覧履歴の定期的確認

利用・参加料金

利用している情報の取得元システム ○:その他より取得,訪問看護システムとの連携

提供しているサービス項目
△:診療情報の連携,△:電子紹介状,○:退院時サマリ,○:画像情報の共有,○:医療従事者用モバイル対応,○:在宅医療連携,△:介護連携,○:情
報共有（掲示板、SNSなど）

その他　備考・補足

共有できる情報項目

利用している情報項目 ○:患者基本情報（氏名、年齢、住所等）,○:病名情報,○:診療情報提供書,○:医師記録（経過記録）,○:サマリ,○:看護記録

患者が同意の撤回（脱退）する場合 同意書の撤回（脱退）文書による

新たに参加施設が増えた場合 　

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス）

介護施設、その他 ○:施設ごとの参加判断

患者
○:参加施設すべての情報連携に一括同意,△:施設毎に情報連携の可否を指定,○:すべての施設毎に同意を得る,○:連携をするすべての医師毎
に同意を得る。

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 同意による取得

参加患者数（実績数） 200 200

同意取得について

医療機関等 ○:施設ごとの参加判断

登録患者数 その内の実際に情報共有している患者数

参加している病院の施
設類型

特定機能病院

地域医療支援病院 1 宗像医師会病院

精神科病院

参加施設数

参加団体数（実績）

参加団体数（予定）

施設名

対象地域 市区町村単位での連携 宗像市、福津市

行政計画への記載 いいえ

参加団体数と参加患者数

ネットワーク導入による効果
○:患者サービスが向上した,○:患者の負担が軽減した,△:医療機関間で機能分化が進んだ,○:医療機関間の知識やノウハウの伝達習得が進ん
だ,○:医療機関間の人的ネットワークが進んだ,△:医師の偏在を補う効果があった,○:患者紹介の円滑化が進んだ,○:（診療所にとって）地域
中核病院のサポートが受けれれるようになった,○:（地域中核病院にとって）診療所の支援が受けられるようになった

ネットワークが現在抱えている課題 事業所が複数等増えていった際のシステムの改修を検討する必要性。

運営について工夫した点、苦労した点 ipadを用いた運用から、各個人が所有するスマホ（iPhone、AndroID系）に変更することによって利用者数が増えた。

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的 医療連携,在宅医療対策

地域の課題

団体名 一般社団法人宗像医師会

住所 福岡県宗像市田熊5-5-5

電話番号 0940-36-2453 所属部署 宗像医師会病院企画情報管理室

公開URL

ネットワークの概要 多職種間における在宅医療連携のための患者情報共有システム

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 医師会　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 むーみんネットシステム

ネットワークの略称・愛称　

運用開始（予定）年 2012 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 401 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 福岡県 整理番号： 0238 情報更新日： 2017/2/21

回 回

回 回

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス その他のサービス情報共有（掲示板、SNSなど）

追加サービスと会員増加の関係 そう思う

会員増加に効果的なサービス 診療情報の連携

人的なネットワーク （立上げ時）医師会 （会員増加時）医師会

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ 二次医療圏

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組 説明会の開催,医療機関等への訪問,勉強会・セミナーの開催,医師会を通じた周知

特に効果のあったもの・理由 医療機関等への訪問 具体的な説明ができるため。

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 なし 電子的診療情報評価料の算定状況 なし

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 402 JMARI(日医総研）
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地域・都道府県： 九州 福岡県 整理番号： 0247 情報更新日： 2017/2/17

〒803-8505

事務局人数 専任 0 人 2 人

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局 介護施設 その他の施設

37

施設の有無 施設数

厚生労働省標準規格の採用
○:患者診療情報提供書及び電子診療データ提供書（患者への情報提供）,○:IHE統合プロファイル「可搬型医用画像」およびその運用方針,○:
医療におけるデジタル画像と通信（DICOM）,○:HIS,RIS,PACS,モダリティ間予約,会計,照射録情報連携指針（JJ117指針）

情報連携基盤技術仕様 ○:PIX/PIXV3/PDQ/PDQV3

地域共通ID ○:独自開発のシステムを利用,○:その他の共通システムを利用,依頼医療機関のIDと当院IDの両方のIDで運用を可能とした

連携情報の保管場所 ○:各医療機関の院内,○:院外のデータセンター

障害対策（バックアップ体制） ○:提供ベンダーのサービスを利用,○:磁気メディア等のバックアップデータを保存,院外データセンターと院内のアーカイブの二重保存

利用している情報の取得元システム
○:病院（電子カルテ）より取得,○:病院（画像システム）より取得,○:その他より取得,放射線システム（ＲＩＳ、ＰＡＣＳ）臨床検査結果は
病院システムから収得

医療情報連携ネットワークのシステム

連携方式 ○:分散型,○:クラウド型

情報共有形態 △:双方向での共有,○:参照のみ,当院での依頼検査結果レポートと画像と患者情報（心電図、臨床検査データ、入院時バイタル）の共有

提供しているサービス項目 ○:診療情報の連携,○:画像情報の共有,○:画像診断サービス,△:医療従事者用モバイル対応,△:在宅医療連携,○:診療・検査予約

その他　備考・補足 医療従事者用モバイル対応については実施可能である。現在当院の医師に限り指定端末で行っている。

共有できる情報項目

利用している情報項目
○:患者基本情報（氏名、年齢、住所等）,○:診療情報提供書,○:その他文書,○:放射線検査オーダ,○:内視鏡検査オーダ,○:検体検査結果,
○:生理検査結果,○:画像（放射線検査、内視鏡検査等）,△:調剤結果,○:その他,生理検査は心電図のみ、内視鏡は画像と検査結果レポート

患者が同意の撤回（脱退）する場合 同意書の撤回（脱退）文書による

新たに参加施設が増えた場合 連携先追加の同意書による取得

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス）

介護施設、その他  

患者 ○:施設毎に情報連携の可否を指定,○:すべての施設毎に同意を得る

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 同意による取得

参加患者数（実績数） 3966 2000

同意取得について

医療機関等 ○:施設ごとの参加判断

なし

登録患者数 その内の実際に情報共有している患者数

参加している病院の施
設類型

特定機能病院 なし

地域医療支援病院 なし

精神科病院

参加施設数

参加団体数（実績）

参加団体数（予定）

施設名

対象地域 市区町村単位での連携 北九州市小倉北区小倉南区戸畑区八幡東区門司区（当院通院圏内）

行政計画への記載 いいえ

参加団体数と参加患者数

ネットワーク導入による効果
○:患者サービスが向上した,○:患者の負担が軽減した,△:医療機関間で機能分化が進んだ,○:医療機関間の知識やノウハウの伝達習得が進ん
だ,○:医療機関間の人的ネットワークが進んだ,△:医師の偏在を補う効果があった,○:患者紹介の円滑化が進んだ,○:（診療所にとって）地域
中核病院のサポートが受けれれるようになった,△:（地域中核病院にとって）診療所の支援が受けられるようになった

ネットワークが現在抱えている課題
院内のオーダリングシステムとの連携がすべて整っていない。一部手動である。管理部署が診療放射線部である、事務局の設置が遅れている。
情報共有している患者医療情報がまだ不足している、投薬データなど。

運営について工夫した点、苦労した点
システム構築費用をいかに少なくするか。患者同意書を何時何処で誰がとるなどの運用が苦労した。また、個人情報の管理と運用規定などの作
成に苦労した。

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的
医療連携,在宅医療対策　高額医療機器の地域医療機関との共同利用と病院・診療所・医院と当院を患者医療情報を共有しスムーズな連携を目
的としたシステムである。

地域の課題
地域医療機関に気軽に高額医療機器を使用した診療を行っていただく手助けになればよいと考え、また紹介医院である当院の医師との連携をス
ムーズに行うために、当院保有の患者医療情報を公開し紹介、逆紹介時の診療に利用できるように。

担当者 宮嶋清次 Eメールアドレス s-miyajima@shin-kokura.gr.jp

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加 参画していない

団体名 国家公務員共済組合連合会新小倉病院

住所 福岡県北九州市小倉北区金田1丁目3番1号

電話番号 093-571-1031 所属部署 診療放射線部

公開URL

ネットワークの概要
データセンターとインターネットを利用して、紹介医療機関が検査予約のオンライン発行ならびに画像データや検査結果レポート等（MRI、
CT、内視鏡、骨塩定量検査）や患者様の医療情報（画像データ、検査結果レポート、臨床検査データ、入院時バイタル等）の共有化（連携）を
図る、地域医療連携システムである。

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 病院　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 新小倉病院地域連携システム

ネットワークの略称・愛称　 ひまわりネット

運用開始（予定）年 2012 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　
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地域・都道府県： 九州 福岡県 整理番号： 0247 情報更新日： 2017/2/17

病院 開示側 無料 閲覧側 無料

医科診療所 開示側 閲覧側

歯科診療所 開示側 閲覧側

薬局 開示側 閲覧側

介護施設 開示側 閲覧側

その他 開示側 閲覧側

患者 開示側 閲覧側

千円

千円

運用費内訳 保守費 960 千円 その他費用 0 千円

連携費用 200床以上 3000 千円 200床以下 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

（運用費内訳） 保守費 千円 その他費用 千円

752 回 33 回

1023 回 26 回

サービス強化の決定理由 その他

構築時以降に、追加したサービス その他のサービス情報共有（掲示板、SNSなど）

追加サービスと会員増加の関係 サービス強化と会員の増加には影響はなかった

会員増加に効果的なサービス
診療情報の連携,電子紹介状,電子処方箋（実証等）,電子おくすり手帳,退院時サマリ,健診情報連携,画像情報の共有,患者サービス（モバイル
アクセスサービス）,在宅医療連携,介護連携,その他のサービス診療・検査予約,その他のサービス空床情報

人的なネットワーク （立上げ時）その他 （会員増加時）その他

参加機関・患者拡大のメリット 患者情報の共有化

地域範囲の適切なサイズ 二次医療圏

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組 医療機関等への訪問

特に効果のあったもの・理由 医療機関等への訪問 当院と紹介病院の間で行っているために、個々での紹介となってしまう。

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 あり 電子的診療情報評価料の算定状況 あり

ネットワーク運用費用の負担（実施中） その他 ネットワーク運用費用の負担（実施予定）

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

将来のシステムの更改の費用負担

将来のシステムの更改の費用負担 公的資金より負担,未定,その他　当院費用として負担

費用の負担

ネットワーク構築費用の負担（実施中） その他 ネットワーク構築費用の負担（実施予定）

実施予定の
ネットワーク

主な関連IT企業 西日本エムシー（株）,ケアーストリームヘルス（株）,（株）エクセル・クリエイツ

地域医療介護総合確保基金 いいえ 額（千円）・用途

その他の公的資金 

運用費用 960 IP-VPN通信料別

内訳

地域医療再生臨時特例交付金 いいえ 額（千円）・用途

利用・参加料金

蓄積された個人情報・診療情報の利用

個人情報・診療情報の利用 ○:地域の医療費適正化の目的で利用

予算関係

構築費用 14000 ３度の改良とＶｅｒＵＰを行った費用を含む

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備
○:個人情報保護方針の制定,○:セキュリティポリシーの制定,○:運用管理規程の制定,○:操作マニュアルの整備,○:障害・災害時の対応規定
の制定

安全管理
△:定期的な監査もしくは確認等（規定等が遵守されているか）,○:定期的な運用管理規程等の見直し,○:従事者との守秘義務契約,△:共有情
報の閲覧履歴の定期的確認,○:ウィルスソフトを最新バージョンに保つ,○:共有情報サーバ等の設備室の入退管理

利用・参加料金

医療機関・薬局用 ○:IDとパスワード,ＰＣ毎に電子認証

介護施設・その他施設用

患者用

医療機関等との通信（閲覧側） ○:インターネット（TLS1.2の高セキュリティ型)

介護施設・その他施設との通信 ○:インターネット（TLS1.2の高セキュリティ型)

患者との通信

通信ネットワーク・ログインセキュリティ

医療機関等との通信（開示側） ○:IP-VPN,クラウド型のシステムである。当院とデータセンター間はIP-VPNである。

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 404 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 福岡県 整理番号： 0271 情報更新日： 2017/2/22

〒812-8551

回 回

回 回

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係

会員増加に効果的なサービス

人的なネットワーク （立上げ時） （会員増加時）

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組

特に効果のあったもの・理由

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 電子的診療情報評価料の算定状況

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備
○:個人情報保護方針の制定,○:セキュリティポリシーの制定,○:運用管理規程の制定,○:操作マニュアルの整備,○:障害・災害時の対応規定
の制定

安全管理
○:定期的な監査もしくは確認等（規定等が遵守されているか）,○:定期的な運用管理規程等の見直し,○:従事者との守秘義務契約,○:共有情
報の閲覧履歴の定期的確認,○:ウィルスソフトを最新バージョンに保つ,○:共有情報サーバ等の設備室の入退管理

団体名 公益社団法人福岡県医師会

住所 福岡県福岡市博多区博多駅南2-9-30-4Ｆ

電話番号 092-431-4564 所属部署 地域医療課

公開URL https://www.fukuoka.med.or.jp/tobiume/

ネットワークの概要

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 医師会　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 福岡県医師会診療情報ネットワーク

ネットワークの略称・愛称　 とびうめネット

運用開始（予定）年 2014 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 405 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 福岡県 整理番号： 0309 情報更新日： 2017/2/24

〒824-0002

回 回

回 回

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係 サービス強化と会員の増加には影響はなかった

会員増加に効果的なサービス

人的なネットワーク （立上げ時）医師会 （会員増加時）

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ 地方ブロック

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組 説明会の開催,医師会を通じた周知

特に効果のあったもの・理由 説明会の開催

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 なし 電子的診療情報評価料の算定状況 なし

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

団体名 一般社団法人京都医師会

住所 福岡県行橋市東大橋2丁目9番2号

電話番号 0930-22-0420 所属部署

公開URL

ネットワークの概要
・ID-LINKを用いて基幹病院、急患センターと一般診療所を結び、連携を行う。・インフルエンザ等の感染症情報を医療機関、地域の保育園、
学校とネット上で共有し予防、診療に役立てる。・小児の予防接種情報を登録共有し、接種率の向上や誤接種などのトラブルを阻止する。

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 医師会　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 行橋京都地域医療連携ネットワーク

ネットワークの略称・愛称　 メディックNET

運用開始（予定）年 2015 ネットワークの稼働状況 試験運用中（実証事業を含む）　

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 406 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 福岡県 整理番号： 0363 情報更新日： 2017/2/24

〒806-8501

サービス強化の決定理由 会員満足度の向上,患者サービスの向上

構築時以降に、追加したサービス 退院時サマリ

追加サービスと会員増加の関係 サービス強化と会員の増加には影響はなかった

会員増加に効果的なサービス

人的なネットワーク （立上げ時）その他 （会員増加時）その他

参加機関・患者拡大のメリット 地域連携の推進、患者情報のスムーズな共有化、早期退院支援への情報提供

地域範囲の適切なサイズ 二次医療圏

団体名 独立行政法人地域医療機能推進機構九州病院

住所 福岡県北九州市八幡西区岸の浦1丁目8番1号

電話番号 093-641-9675 所属部署 医療支援部

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 病院　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 地域医療連携ネットワークシステム

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 407 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 福岡県 整理番号： 0467 情報更新日： 2017/3/2

〒802-0077

事務局人数 専任 1 人 1 人

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局 介護施設 その他の施設

32

施設の有無 施設数

医療機関・薬局用 ○:IDとパスワード

介護施設・その他施設用

患者用

医療機関等との通信（閲覧側）

介護施設・その他施設との通信

患者との通信

厚生労働省標準規格の採用 ○:医療におけるデジタル画像と通信（DICOM）

情報連携基盤技術仕様

通信ネットワーク・ログインセキュリティ

医療機関等との通信（開示側）

地域共通ID ○:HumanBridgeシステムを利用

連携情報の保管場所 △:院外のデータセンター

障害対策（バックアップ体制） ○:提供ベンダーのサービスを利用,△:待機系サーバを遠隔地に設置,○:磁気メディア等のバックアップデータを保存

利用している情報の取得元システム ○:病院（電子カルテ）より取得

医療情報連携ネットワークのシステム

連携方式 ○:集中型

情報共有形態 ○:参照のみ

提供しているサービス項目
△:診療情報の連携,△:電子版おくすり手帳,△:退院時サマリ,○:画像情報の共有,○:画像診断サービス,△:医療従事者用モバイル対応,△:在
宅医療連携,△:介護連携,○:診療・検査予約,○:メール、メルマガなど

その他　備考・補足

共有できる情報項目

利用している情報項目
○:患者基本情報（氏名、年齢、住所等）,△:病名情報,△:診療情報提供書,△:医師記録（経過記録）,△:サマリ,△:手術記録,△:看護記録,
○:検体検査結果,○:生理検査結果,○:画像（放射線検査、内視鏡検査等）,○:調剤結果,○:その他,注射箋

患者が同意の撤回（脱退）する場合 同意書の撤回（脱退）文書による

新たに参加施設が増えた場合 　

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス）

介護施設、その他 ○:施設ごとの参加判断

患者 ○:連携をするすべての医師毎に同意を得る。

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 同意による取得

参加患者数（実績数） 748 748

同意取得について

医療機関等 ○:施設ごとの参加判断

登録患者数 その内の実際に情報共有している患者数

参加している病院の施
設類型

特定機能病院

地域医療支援病院

精神科病院

参加施設数

参加団体数（実績）

参加団体数（予定）

施設名

対象地域 その他 特に地域を限定していない。

行政計画への記載 いいえ

参加団体数と参加患者数

ネットワーク導入による効果
△:医療機関間で機能分化が進んだ,△:医療機関間の知識やノウハウの伝達習得が進んだ,△:医療機関間の人的ネットワークが進んだ,○:患者
紹介の円滑化が進んだ,○:（診療所にとって）地域中核病院のサポートが受けれれるようになった,△:（地域中核病院にとって）診療所の支援
が受けられるようになった

ネットワークが現在抱えている課題

運営について工夫した点、苦労した点

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的 医療連携,その他　高額医療機器の共同利用

地域の課題

担当者 児玉龍志 Eメールアドレス tatsushi_kodama01@city.kitakyushu.lg.jp

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加 運営主体として

団体名 北九州市立医療センター

住所 福岡県北九州市小倉北区馬借2-1-1

電話番号 093-541-1831 所属部署 事務局経営企画課

公開URL http://www.city.kitakyushu.lg.jp/page/hospital/center/index.html

ネットワークの概要 当院と地域の医療機関をインターネットで接続し、高額医療機器の予約及び当院の診療情報の一部を閲覧するもの。

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 病院　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 北九州市立医療センター地域医療連携ネットワーク

ネットワークの略称・愛称　 連携ネット北九州

運用開始（予定）年 2013 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 408 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 福岡県 整理番号： 0467 情報更新日： 2017/3/2

病院 開示側 閲覧側

医科診療所 開示側 閲覧側 無料

歯科診療所 開示側 閲覧側

薬局 開示側 閲覧側

介護施設 開示側 閲覧側

その他 開示側 閲覧側

患者 開示側 閲覧側

千円

千円

運用費内訳 保守費 2050 千円 その他費用 千円

連携費用 200床以上 千円 200床以下 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

（運用費内訳） 保守費 千円 その他費用 千円

回 回

回 回

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係

会員増加に効果的なサービス

人的なネットワーク （立上げ時） （会員増加時）

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組

特に効果のあったもの・理由

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 電子的診療情報評価料の算定状況

ネットワーク運用費用の負担（実施中） 参加施設の負担 ネットワーク運用費用の負担（実施予定）

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

将来のシステムの更改の費用負担

将来のシステムの更改の費用負担 未定　

費用の負担

ネットワーク構築費用の負担（実施中） 参加施設の負担 ネットワーク構築費用の負担（実施予定）

実施予定の
ネットワーク

主な関連IT企業 富士通（株）

地域医療介護総合確保基金 額（千円）・用途

その他の公的資金 

運用費用 2050

内訳

地域医療再生臨時特例交付金 額（千円）・用途

利用・参加料金

蓄積された個人情報・診療情報の利用

個人情報・診療情報の利用 ○:学術研究等の公益目的で利用

予算関係

構築費用 10479

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備

安全管理

利用・参加料金

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 409 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 福岡県 整理番号： 0539 情報更新日： 2017/3/3

〒

事務局人数 専任 人 人

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局 介護施設 その他の施設

6

施設の有無 施設数

病院 開示側 閲覧側

医科診療所 開示側 閲覧側

歯科診療所 開示側 閲覧側

薬局 開示側 閲覧側

介護施設 開示側 閲覧側

その他 開示側 閲覧側

患者 開示側 閲覧側

利用・参加料金

蓄積された個人情報・診療情報の利用

個人情報・診療情報の利用

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備
○:個人情報保護方針の制定,○:セキュリティポリシーの制定,○:運用管理規程の制定,○:操作マニュアルの整備,○:障害・災害時の対応規定
の制定

安全管理
△:定期的な監査もしくは確認等（規定等が遵守されているか）,△:定期的な運用管理規程等の見直し,△:従事者との守秘義務契約,△:共有情
報の閲覧履歴の定期的確認,○:共有情報サーバ等の設備室の入退管理

利用・参加料金

医療機関・薬局用 ○:IDとパスワード,○:HPKI電子証明書（ICカード）

介護施設・その他施設用 ○:IDとパスワード

患者用

医療機関等との通信（閲覧側） ○:専用線,○:インターネットVPN（IPSec+IKE）

介護施設・その他施設との通信 ○:インターネットVPN（IPSec+IKE）

患者との通信

通信ネットワーク・ログインセキュリティ

医療機関等との通信（開示側） ○:専用線,○:IP-VPN

利用している情報の取得元システム ○:病院（電子カルテ）より取得

提供しているサービス項目
△:診療情報の連携,△:遠隔カンファランス,○:退院時サマリ,△:健診情報の連携,○:ＰCアクセスサービス（患者）,○:在宅医療連携,○:介護
連携,○:情報共有（掲示板、SNSなど）

その他　備考・補足

共有できる情報項目

利用している情報項目
○:患者基本情報（氏名、年齢、住所等）,○:病名情報,△:診療情報提供書,○:医師記録（経過記録）,○:サマリ,△:手術記録,○:看護記録,
○:その他文書,△:処方オーダ,△:注射オーダ,△:検体検査オーダ

患者が同意の撤回（脱退）する場合 同意書の撤回（脱退）文書による

新たに参加施設が増えた場合 　

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス）

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 同意による取得

参加患者数（実績数）

登録患者数 その内の実際に情報共有している患者数

参加している病院の施
設類型

特定機能病院

地域医療支援病院

精神科病院

参加施設数

参加団体数（実績）

参加団体数（予定）

施設名

対象地域 二次医療圏での連携 福岡県粕屋

行政計画への記載

参加団体数と参加患者数

ネットワーク導入による効果

ネットワークが現在抱えている課題

運営について工夫した点、苦労した点

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的 医療連携,在宅医療対策

地域の課題

担当者 Eメールアドレス

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加

団体名

住所

電話番号 所属部署

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 (仮称)結ネットいきいき
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地域・都道府県： 九州 福岡県 整理番号： 0539 情報更新日： 2017/3/3

千円

千円

運用費内訳 保守費 千円 その他費用 千円

連携費用 200床以上 千円 200床以下 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

（運用費内訳） 保守費 千円 その他費用 千円

回 回

回 回

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係

会員増加に効果的なサービス

人的なネットワーク （立上げ時） （会員増加時）

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組

特に効果のあったもの・理由

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 電子的診療情報評価料の算定状況

ネットワーク運用費用の負担（実施中） ネットワーク運用費用の負担（実施予定）

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

将来のシステムの更改の費用負担

将来のシステムの更改の費用負担 　

費用の負担

ネットワーク構築費用の負担（実施中） ネットワーク構築費用の負担（実施予定）

実施予定の
ネットワーク

主な関連IT企業

地域医療介護総合確保基金 額（千円）・用途

その他の公的資金 

運用費用

内訳

地域医療再生臨時特例交付金 額（千円）・用途

予算関係

構築費用
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地域・都道府県： 九州 佐賀県 整理番号： 0023 情報更新日： 2017/3/2

〒840-8571

事務局人数 専任 0 人 1 人

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局 介護施設 その他の施設

61 101 0 80 7 5

施設の有無 施設数

厚生労働省標準規格の採用
○:医薬品HOTコードマスター,○:ICD1対応標準病名マスター,○:IHE統合プロファイル「可搬型医用画像」およびその運用方針,○:医療におけ
るデジタル画像と通信（DICOM）,○:SS-MIX2ストレージ仕様書および構築ガイドライン,○:地域医療連携における情報連携基盤技術仕様

情報連携基盤技術仕様 ○:XDS.b

地域共通ID ○:ID-LINKシステムを利用,共通IDを使用していない

連携情報の保管場所 ○:各医療機関の院内

障害対策（バックアップ体制） 特別な対策はしていない

利用している情報の取得元システム
○:病院（電子カルテ）より取得,○:病院（画像システム）より取得,△:医科診療所（電子カルテ）より取得,△:医科診療所（レセコン）より
取得

医療情報連携ネットワークのシステム

連携方式 ○:分散型

情報共有形態 ○:双方向での共有,○:参照のみ

提供しているサービス項目
○:診療情報の連携,○:電子クリニカルパス,○:退院時サマリ,○:健診情報の連携,○:画像情報の共有,○:医療従事者用モバイル対応,○:在宅
医療連携

その他　備考・補足

共有できる情報項目

利用している情報項目
○:患者基本情報（氏名、年齢、住所等）,○:診療情報提供書,○:医師記録（経過記録）,○:サマリ,○:手術記録,○:看護記録,○:その他文書,
○:処方オーダ,○:注射オーダ,○:検体検査オーダ,○:放射線検査オーダ,○:内視鏡検査オーダ,○:生理検査オーダ,○:検体検査結果,○:生理
検査結果,○:画像（放射線検査、内視鏡検査等）,アレルギー、入院期間等

患者が同意の撤回（脱退）する場合 同意書の撤回（脱退）文書による

新たに参加施設が増えた場合 　

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス） △:大腿骨頚部骨折,○:脳血管障害,△:胃・大腸がん,△:その他のがん

介護施設、その他 ○:施設ごとの参加判断

患者 ○:すべての施設毎に同意を得る

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 同意による取得

参加患者数（実績数） 21795 21795

同意取得について

医療機関等 ○:施設ごとの参加判断

あり

登録患者数 その内の実際に情報共有している患者数

参加している病院の施
設類型

特定機能病院 あり 1 佐賀大学医学部附属病院

地域医療支援病院 あり 5
唐津赤十字病院、佐賀県医療センター好生館、NHO嬉野医療センター、NHO佐賀病院、NHO東佐賀
病院

精神科病院

参加施設数

参加団体数（実績）

参加団体数（予定）

施設名

対象地域 全県域での連携 佐賀県

行政計画への記載 はい

参加団体数と参加患者数

ネットワーク導入による効果
△:患者サービスが向上した,△:患者の負担が軽減した,△:医療機関間で機能分化が進んだ,△:医療機関間の知識やノウハウの伝達習得が進ん
だ,○:医療機関間の人的ネットワークが進んだ,△:患者紹介の円滑化が進んだ,○:（診療所にとって）地域中核病院のサポートが受けれれるよ
うになった,△:（地域中核病院にとって）診療所の支援が受けられるようになった

ネットワークが現在抱えている課題 加入施設数の伸び悩み

運営について工夫した点、苦労した点

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的 医療連携,在宅医療対策

地域の課題
高齢化の進展・疾病構造の変化等により、患者さんの診療は複数の医療機関にまたがって行われることが多く、重複検査や重複投薬が発生して
いることから、適切な医療の提供のため、診療情報の円滑な共有を図るもの。

担当者 長友篤志 Eメールアドレス nagatomo-atsushi@koseikan.jp

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加 協議会メンバーとして

団体名 佐賀県診療情報地域連携システム協議会

住所 佐賀県佐賀市嘉瀬町中原400

電話番号 0952-28-1351 所属部署 佐賀県診療情報地域連携システム協議会事務局（佐賀県医療センター好生館）

公開URL http://pica2.link/

ネットワークの概要 ID-LINKを利用した病病・病診等連携システム

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 病院　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 佐賀県診療情報地域連携システム

ネットワークの略称・愛称　 ピカピカリンク

運用開始（予定）年 2010 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　
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地域・都道府県： 九州 佐賀県 整理番号： 0023 情報更新日： 2017/3/2

病院 開示側 無料 閲覧側 無料

医科診療所 開示側 無料 閲覧側 無料

歯科診療所 開示側 無料 閲覧側 無料

薬局 開示側 無料 閲覧側 無料

介護施設 開示側 無料 閲覧側 無料

その他 開示側 無料 閲覧側 無料

患者 開示側 無料 閲覧側 無料

4229 回 109 回

14610 回 95 回

サービス強化の決定理由 会員満足度の向上,その他

構築時以降に、追加したサービス 医療従事者用モバイル対応

追加サービスと会員増加の関係 そう思う

会員増加に効果的なサービス
診療情報の連携,退院時サマリ,画像情報の共有,医療従事者用モバイル対応,在宅医療連携,介護連携,その他のサービス情報共有（掲示板、SNS
など）,その他のサービス空床情報

人的なネットワーク （立上げ時）医師会 （会員増加時）基幹病院

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ 都道府県

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組 チラシ配布,説明会の開催,医療機関等への訪問,勉強会・セミナーの開催,医師会を通じた周知

特に効果のあったもの・理由 説明会の開催

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 あり 電子的診療情報評価料の算定状況 あり

ネットワーク運用費用の負担（実施中） ネットワーク運用費用の負担（実施予定）

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

費用の負担

ネットワーク構築費用の負担（実施中）
参加施設の負担,自治体の負担,国の負担（厚労
省）,国の負担（総務省）

ネットワーク構築費用の負担（実施予定）

利用・参加料金

蓄積された個人情報・診療情報の利用

個人情報・診療情報の利用

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備 ○:個人情報保護方針の制定,○:運用管理規程の制定,○:操作マニュアルの整備

安全管理 △:定期的な運用管理規程等の見直し,○:ウィルスソフトを最新バージョンに保つ

利用・参加料金

医療機関・薬局用 ○:IDとパスワード

介護施設・その他施設用 ○:IDとパスワード

患者用

医療機関等との通信（閲覧側） ○:インターネットVPN（IPSec+IKE）,○:インターネット（TLS1.2の高セキュリティ型)

介護施設・その他施設との通信 ○:インターネットVPN（IPSec+IKE）,○:インターネット（TLS1.2の高セキュリティ型)

患者との通信

通信ネットワーク・ログインセキュリティ

医療機関等との通信（開示側） ○:インターネットVPN（IPSec+IKE）
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地域・都道府県： 九州 佐賀県 整理番号： 0416 情報更新日： 2017/2/27

〒840-8570

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局 介護施設 その他の施設

108 688 426 7

施設の有無 施設数

病院 開示側 無料 閲覧側 無料

医科診療所 開示側 無料 閲覧側 無料

歯科診療所 開示側 無料 閲覧側 無料

薬局 開示側 無料 閲覧側 無料

介護施設 開示側 無料 閲覧側 無料

その他 開示側 無料 閲覧側 無料

患者 開示側 無料 閲覧側 無料

利用・参加料金

利用・参加料金

医療機関・薬局用 ○:IDとパスワード

介護施設・その他施設用

患者用

医療機関等との通信（閲覧側）

介護施設・その他施設との通信

患者との通信

通信ネットワーク・ログインセキュリティ

医療機関等との通信（開示側）

利用している情報の取得元システム

提供しているサービス項目 ○:情報共有（掲示板、SNSなど）,○:空床情報

その他　備考・補足

共有できる情報項目

利用している情報項目

患者が同意の撤回（脱退）する場合 　

新たに参加施設が増えた場合 　

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス）

介護施設、その他  

患者  

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 　

参加患者数（実績数）

同意取得について

医療機関等 ○:地域全体で参加

あり 18
佐賀大学医学部付属病院、国立病院機構肥前精神医療センター、神野病院、早津江病院、中多
久病院、鮫島病院、清友病院、大島病院、松岡病院、光風会病院、いぬお病院、松籟病院、森
本病院、堀田病院、園田病院、嬉野温泉病院、佐賀県医療センター好生館、小島病院

登録患者数 その内の実際に情報共有している患者数

参加している病院の施
設類型

特定機能病院 あり 1 佐賀大学医学部付属病院

地域医療支援病院 あり 5
唐津赤十字病院、佐賀県医療センター好生館、ＮＨＯ佐賀病院、NHO東佐賀病院、NHO嬉野医療
センター

精神科病院

参加施設数

参加団体数（実績）

参加団体数（予定）

施設名

対象地域 複数県にまたがる連携 佐賀県、福岡県と長崎県の一部医療機関

行政計画への記載 はい

参加団体数と参加患者数

ネットワーク導入による効果
△:患者サービスが向上した,△:患者の負担が軽減した,○:医療機関間で機能分化が進んだ,△:医療機関間の知識やノウハウの伝達習得が進ん
だ,△:医療機関間の人的ネットワークが進んだ,△:医師の偏在を補う効果があった,△:患者紹介の円滑化が進んだ,△:（診療所にとって）地域
中核病院のサポートが受けれれるようになった,△:（地域中核病院にとって）診療所の支援が受けられるようになった

ネットワークが現在抱えている課題

運営について工夫した点、苦労した点

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的 救急医療対策,周度期医療対策,災害医療対策,医療連携

地域の課題

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加 運営主体として

団体名 佐賀県

住所 佐賀県佐賀市城内1-1-59

電話番号 0952-25-7073 所属部署 健康福祉部医務課

公開URL http://www.qq.pref.saga.jp/

ネットワークの概要
佐賀県医療機関情報・救急医療情報システムは、県内の病院・診療所、消防機関などをインターネットで結び、救急医療や医療機関の情報を県
民の皆さんにお知らせするとともに、医療機関相互の連携に活用するものです

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 行政　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 佐賀県医療機関情報・救急医療情報システム

ネットワークの略称・愛称　 99さがネット

運用開始（予定）年 2011 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 414 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 佐賀県 整理番号： 0416 情報更新日： 2017/2/27

千円

千円

運用費内訳 保守費 千円 その他費用 千円

連携費用 200床以上 千円 200床以下 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

（運用費内訳） 保守費 千円 その他費用 千円

29522 回 回

0 回 回

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係 どちらとも言えない

会員増加に効果的なサービス

人的なネットワーク （立上げ時）その他 （会員増加時）その他

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ 都道府県

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組

特に効果のあったもの・理由

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 なし 電子的診療情報評価料の算定状況 なし

ネットワーク運用費用の負担（実施中） 自治体の負担,国の負担 ネットワーク運用費用の負担（実施予定）

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

将来のシステムの更改の費用負担

将来のシステムの更改の費用負担 公的資金より負担　

費用の負担

ネットワーク構築費用の負担（実施中） 自治体の負担,国の負担（厚労省） ネットワーク構築費用の負担（実施予定）

実施予定の
ネットワーク

主な関連IT企業 国際航業（株）,沖電気工業（株）

地域医療介護総合確保基金 いいえ 額（千円）・用途

その他の公的資金 
58673

19883

運用費用

内訳

地域医療再生臨時特例交付金 いいえ 額（千円）・用途

蓄積された個人情報・診療情報の利用

個人情報・診療情報の利用

予算関係

構築費用

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 415 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 長崎県 整理番号： 0010 情報更新日： 2017/2/13

〒852-8532

事務局人数 専任 0 人 2 人

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局 介護施設 その他の施設

32 203 68 6 14

施設の有無 施設数

医療機関・薬局用 ○:IDとパスワード

介護施設・その他施設用 ○:IDとパスワード

患者用

医療機関等との通信（閲覧側）

介護施設・その他施設との通信 ○:インターネットVPN（IPSec+IKE）

患者との通信

厚生労働省標準規格の採用

情報連携基盤技術仕様

通信ネットワーク・ログインセキュリティ

医療機関等との通信（開示側）

地域共通ID ○:HumanBridgeシステムを利用,○:ID-LINKシステムを利用

連携情報の保管場所 ○:各医療機関の院内,○:院外のデータセンター

障害対策（バックアップ体制） ○:提供ベンダーのサービスを利用

利用している情報の取得元システム
○:病院（電子カルテ）より取得,○:医科診療所（電子カルテ）より取得,○:医科診療所（レセコン）より取得,○:薬局（調剤レセコン）より
取得,○:検査センター（検査システム）より取得

医療情報連携ネットワークのシステム

連携方式 ○:分散型

情報共有形態 △:双方向での共有,○:参照のみ

提供しているサービス項目
○:電子紹介状,○:遠隔医療,△:遠隔カンファランス,○:退院時サマリ,○:画像情報の共有,○:画像診断サービス,△:検査機関との連携,○:医
療従事者用モバイル対応,○:在宅医療連携,○:介護連携

その他　備考・補足 連携内容は医療情報を開示している病院によって異なるので疾病の限定はない。

共有できる情報項目

利用している情報項目
○:患者基本情報（氏名、年齢、住所等）,○:病名情報,○:診療情報提供書,○:医師記録（経過記録）,○:サマリ,○:手術記録,○:看護記録,
○:その他文書,○:検体検査結果,○:生理検査結果,○:画像（放射線検査、内視鏡検査等）,○:調剤結果,○:その他

患者が同意の撤回（脱退）する場合 同意書の撤回（脱退）文書による

新たに参加施設が増えた場合 　

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス） ○:胃・大腸がん,○:その他のがん,○:糖尿病

介護施設、その他 ○:施設ごとの参加判断,その他の方式

患者 ○:連携をするすべての医師毎に同意を得る。

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 同意による取得

参加患者数（実績数） 61634 52500

同意取得について

医療機関等 ○:施設ごとの参加判断,その他の方式

登録患者数 その内の実際に情報共有している患者数

参加している病院の施
設類型

特定機能病院

地域医療支援病院

精神科病院

参加施設数

参加団体数（実績）

参加団体数（予定）

施設名

対象地域 全県域での連携 長崎県

行政計画への記載

参加団体数と参加患者数

ネットワーク導入による効果
△:患者サービスが向上した,△:患者の負担が軽減した,○:医療機関間で機能分化が進んだ,○:医療機関間の知識やノウハウの伝達習得が進ん
だ,○:医療機関間の人的ネットワークが進んだ,△:医師の偏在を補う効果があった,○:患者紹介の円滑化が進んだ,○:（診療所にとって）地域
中核病院のサポートが受けれれるようになった,○:（地域中核病院にとって）診療所の支援が受けられるようになった

ネットワークが現在抱えている課題

運営について工夫した点、苦労した点

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的
救急医療対策,周度期医療対策,医療連携,在宅医療対策,糖尿病対策,疾病管理　立ち上げ当初は、医療連携のみの目的でしたが、地域医療再生
基金を利用して、救急医療、周産期医療、在宅医療等の目的としてもシステムを拡充中です。

地域の課題

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加 参画していない

団体名 NPO法人長崎地域医療連携ネットワークシステム協議会

住所 長崎県長崎市茂里町3-27

電話番号 095-844-1111 所属部署

公開URL http://www.ajisai-net.org/

ネットワークの概要 地域医療連携システム

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 NPO　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 あじさいネットワーク

ネットワークの略称・愛称　 あじさいネット

運用開始（予定）年 2004 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 416 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 長崎県 整理番号： 0010 情報更新日： 2017/2/13

病院 開示側 閲覧側

医科診療所 開示側 閲覧側

歯科診療所 開示側 閲覧側

薬局 開示側 閲覧側

介護施設 開示側 閲覧側

その他 開示側 閲覧側

患者 開示側 閲覧側

回 回

回 回

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係

会員増加に効果的なサービス

人的なネットワーク （立上げ時） （会員増加時）

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組

特に効果のあったもの・理由

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 電子的診療情報評価料の算定状況

ネットワーク運用費用の負担（実施中） 参加施設の負担 ネットワーク運用費用の負担（実施予定）
参加施設の負担,地域の医療関係団体（医師
会、その他）の負担,国の負担

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

将来のシステムの更改の費用負担

将来のシステムの更改の費用負担 サービス利用料金等の収入より負担　

費用の負担

ネットワーク構築費用の負担（実施中） 参加施設の負担 ネットワーク構築費用の負担（実施予定） 国の負担（厚労省）

利用・参加料金

蓄積された個人情報・診療情報の利用

個人情報・診療情報の利用

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備 ○:個人情報保護方針の制定,○:セキュリティポリシーの制定,○:運用管理規程の制定,○:操作マニュアルの整備

安全管理 ○:定期的な運用管理規程等の見直し,○:ウィルスソフトを最新バージョンに保つ

利用・参加料金

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 417 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 長崎県 整理番号： 0043 情報更新日： 2017/3/6

〒857-1195

事務局人数 専任 0 人 6 人

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係

会員増加に効果的なサービス

人的なネットワーク （立上げ時）基幹病院 （会員増加時）基幹病院

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ 二次医療圏

蓄積された個人情報・診療情報の利用

個人情報・診療情報の利用

利用している情報の取得元システム ○:病院（電子カルテ）より取得,○:病院（画像システム）より取得

提供しているサービス項目
○:診療情報の連携,○:退院時サマリ,○:健診情報の連携,○:画像情報の共有,○:医療従事者用モバイル対応,○:情報共有（掲示板、SNSな
ど）,○:診療・検査予約,○:メール、メルマガなど

その他　備考・補足 疾病による制限はありません

共有できる情報項目

利用している情報項目
○:患者基本情報（氏名、年齢、住所等）,○:病名情報,○:診療情報提供書,○:医師記録（経過記録）,○:サマリ,○:手術記録,○:看護記録,
○:処方オーダ,○:注射オーダ,○:検体検査オーダ,○:放射線検査オーダ,○:内視鏡検査オーダ,○:生理検査オーダ,○:食事オーダ,○:検体検
査結果,○:生理検査結果,○:画像（放射線検査、内視鏡検査等）,○:調剤結果

患者が同意の撤回（脱退）する場合 同意書の撤回（脱退）文書による

新たに参加施設が増えた場合 　

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス） ○:大腿骨頚部骨折,○:脳血管障害,○:心臓疾患,○:胃・大腸がん,○:その他のがん,○:肝炎,○:糖尿病,○:認知症,○:その他

介護施設、その他 ○:施設ごとの参加判断

患者 ○:連携をするすべての医師毎に同意を得る。

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 同意による取得

同意取得について

医療機関等 ○:施設ごとの参加判断

対象地域 市区町村単位での連携 佐世保市

行政計画への記載 いいえ

ネットワーク導入による効果
△:患者サービスが向上した,○:患者の負担が軽減した,○:医療機関間で機能分化が進んだ,○:医療機関間の知識やノウハウの伝達習得が進ん
だ,○:医療機関間の人的ネットワークが進んだ,△:医師の偏在を補う効果があった,○:患者紹介の円滑化が進んだ,△:（診療所にとって）地域
中核病院のサポートが受けれれるようになった,○:（地域中核病院にとって）診療所の支援が受けられるようになった

ネットワークが現在抱えている課題 双方向通信でないこと

運営について工夫した点、苦労した点

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的 医療連携

地域の課題 情報連携が紹介状＆フイルムだけだった。

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加 参画していない

団体名 社会医療法人財団白十字会佐世保中央病院

住所 長崎県佐世保市大和町15番地

電話番号 0956-33-6560 所属部署 システム開発室

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 病院　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 メディカル・ネット99

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 418 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 長崎県 整理番号： 0049 情報更新日： 2017/3/6

〒850-0022

事務局人数 専任 1 人 0 人

病院 開示側 閲覧側

医科診療所 開示側 閲覧側

歯科診療所 開示側 閲覧側

薬局 開示側 閲覧側

介護施設 開示側 閲覧側

その他 開示側 閲覧側

患者 開示側 閲覧側

千円

千円

運用費内訳 保守費 0 千円 その他費用 0 千円

連携費用 200床以上 0 千円 200床以下 0 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

（運用費内訳） 保守費 千円 その他費用 千円

回 回

回 回

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係

会員増加に効果的なサービス

人的なネットワーク （立上げ時） （会員増加時）

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組

特に効果のあったもの・理由

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 電子的診療情報評価料の算定状況

ネットワーク運用費用の負担（実施中） ネットワーク運用費用の負担（実施予定）

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

将来のシステムの更改の費用負担

将来のシステムの更改の費用負担 　

費用の負担

ネットワーク構築費用の負担（実施中） ネットワーク構築費用の負担（実施予定）

実施予定の
ネットワーク

主な関連IT企業

地域医療介護総合確保基金 額（千円）・用途

その他の公的資金 

運用費用 0

内訳

地域医療再生臨時特例交付金 額（千円）・用途

利用・参加料金

予算関係

構築費用 0

利用・参加料金

医療機関・薬局用

介護施設・その他施設用

患者用

医療機関等との通信（閲覧側）

介護施設・その他施設との通信

患者との通信

厚生労働省標準規格の採用

情報連携基盤技術仕様

通信ネットワーク・ログインセキュリティ

医療機関等との通信（開示側）

地域共通ID 共通IDを使用していない

連携情報の保管場所

障害対策（バックアップ体制）

医療情報連携ネットワークのシステム

連携方式

情報共有形態

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加 参画していない

団体名 認定NPO法人長崎在宅Dr.ネット

住所 長崎県長崎市馬町21-1B-13

電話番号 095-811-5120 所属部署 事務局

公開URL http://doctor-net.or.jp

ネットワークの概要 フリーメールを利用したメーリングリスト

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 NPO　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 長崎在宅Dr.ネットメーリングリスト

ネットワークの略称・愛称　

運用開始（予定）年 2009 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 419 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 長崎県 整理番号： 0474 情報更新日： 2017/3/3

〒850-8570

事務局人数 専任 0 人 0 人

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局 介護施設 その他の施設

12 2

施設の有無 施設数

医療機関・薬局用

介護施設・その他施設用

患者用

医療機関等との通信（閲覧側）

介護施設・その他施設との通信

患者との通信

厚生労働省標準規格の採用

情報連携基盤技術仕様

通信ネットワーク・ログインセキュリティ

医療機関等との通信（開示側）

地域共通ID

連携情報の保管場所

障害対策（バックアップ体制）

利用している情報の取得元システム ○:病院（電子カルテ）より取得,○:医科診療所（電子カルテ）より取得

医療情報連携ネットワークのシステム

連携方式

情報共有形態

提供しているサービス項目

その他　備考・補足

共有できる情報項目

利用している情報項目 ○:患者基本情報（氏名、年齢、住所等）,○:病名情報

患者が同意の撤回（脱退）する場合 　

新たに参加施設が増えた場合 　

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス）

介護施設、その他  

患者  

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 掲示板、ホームページ等による周知（黙示同意）

参加患者数（実績数）

同意取得について

医療機関等 ○:施設ごとの参加判断

登録患者数 その内の実際に情報共有している患者数

参加している病院の施
設類型

特定機能病院

地域医療支援病院

精神科病院

参加施設数

参加団体数（実績）

参加団体数（予定）

施設名

対象地域 全県域での連携

行政計画への記載 いいえ

参加団体数と参加患者数

ネットワーク導入による効果
○:患者サービスが向上した,○:患者の負担が軽減した,△:医療機関間で機能分化が進んだ,△:医療機関間の知識やノウハウの伝達習得が進ん
だ,○:医療機関間の人的ネットワークが進んだ,○:医師の偏在を補う効果があった,○:患者紹介の円滑化が進んだ,○:（診療所にとって）地域
中核病院のサポートが受けれれるようになった,△:（地域中核病院にとって）診療所の支援が受けられるようになった

ネットワークが現在抱えている課題

運営について工夫した点、苦労した点

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的 救急医療対策

地域の課題

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加 運営主体として

団体名 長崎県庁

住所 長崎県長崎市江戸町2-13

電話番号 095-895-2421 所属部署 医療人材対策室医師確保推進班

公開URL

ネットワークの概要 離島中核病院等から、本土支援病院へCT画像等を伝送し、専門医の支持を仰いだり、ヘリコプターによる本土支援病院への搬送等に活用する。

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 行政　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 離島救急画像診断支援システム

ネットワークの略称・愛称　

運用開始（予定）年 2013 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 420 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 長崎県 整理番号： 0474 情報更新日： 2017/3/3

病院 開示側 閲覧側

医科診療所 開示側 閲覧側

歯科診療所 開示側 閲覧側

薬局 開示側 閲覧側

介護施設 開示側 閲覧側

その他 開示側 閲覧側

患者 開示側 閲覧側

千円

千円

運用費内訳 保守費 千円 その他費用 千円

連携費用 200床以上 千円 200床以下 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

（運用費内訳） 保守費 千円 その他費用 千円

回 回

回 回

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係

会員増加に効果的なサービス

人的なネットワーク （立上げ時） （会員増加時）

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組

特に効果のあったもの・理由

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 電子的診療情報評価料の算定状況

ネットワーク運用費用の負担（実施中） 参加施設の負担,自治体の負担 ネットワーク運用費用の負担（実施予定）

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

将来のシステムの更改の費用負担

将来のシステムの更改の費用負担 公的資金より負担　

費用の負担

ネットワーク構築費用の負担（実施中） 参加施設の負担,自治体の負担 ネットワーク構築費用の負担（実施予定）

実施予定の
ネットワーク

主な関連IT企業

地域医療介護総合確保基金 額（千円）・用途

その他の公的資金 

運用費用

内訳

地域医療再生臨時特例交付金 額（千円）・用途

利用・参加料金

蓄積された個人情報・診療情報の利用

個人情報・診療情報の利用

予算関係

構築費用 92211

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備

安全管理

利用・参加料金

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 421 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 長崎県 整理番号： 1100 情報更新日： 2017/2/24

〒855-0861

事務局人数 専任 1 人 1 人

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局 介護施設 その他の施設

8 12

施設の有無 施設数

厚生労働省標準規格の採用 ○:ICD1対応標準病名マスター,△:診療情報提供書（電子紹介状）,○:医療におけるデジタル画像と通信（DICOM）

情報連携基盤技術仕様

地域共通ID 共通IDを使用していない

連携情報の保管場所 ○:各医療機関の院内

障害対策（バックアップ体制） ○:提供ベンダーのサービスを利用,△:他地域との複製データ共有,○:磁気メディア等のバックアップデータを保存

利用している情報の取得元システム ○:病院（電子カルテ）より取得,○:病院（画像システム）より取得

医療情報連携ネットワークのシステム

連携方式 ○:集中型

情報共有形態 △:双方向での共有,○:参照のみ

提供しているサービス項目
○:診療情報の連携,△:退院時サマリ,○:画像情報の共有,○:画像診断サービス,○:情報共有（掲示板、SNSなど）,△:診療・検査予約,△:空床
情報,△:メール、メルマガなど

その他　備考・補足

共有できる情報項目

利用している情報項目
○:患者基本情報（氏名、年齢、住所等）,○:病名情報,△:診療情報提供書,△:医師記録（経過記録）,△:サマリ,△:手術記録,△:看護記録,
○:処方オーダ,○:注射オーダ,○:検体検査オーダ,○:放射線検査オーダ,○:内視鏡検査オーダ,○:生理検査オーダ,○:食事オーダ,○:検体検
査結果,○:生理検査結果,○:画像（放射線検査、内視鏡検査等）,○:調剤結果

患者が同意の撤回（脱退）する場合 同意書の撤回（脱退）文書による

新たに参加施設が増えた場合 連携先追加の同意書による取得

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス） △:大腿骨頚部骨折,△:脳血管障害,△:胃・大腸がん,△:その他のがん,△:肝炎,△:糖尿病,△:認知症,△:その他

介護施設、その他 △:地域全体で参加,△:施設ごとの参加判断

患者 ○:すべての施設毎に同意を得る,○:連携をするすべての医師毎に同意を得る。

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 同意による取得

参加患者数（実績数） 4607 4592

同意取得について

医療機関等 △:地域全体で参加,○:施設ごとの参加判断

なし 1 高城病院

登録患者数 その内の実際に情報共有している患者数

参加している病院の施
設類型

特定機能病院 なし

地域医療支援病院 なし

精神科病院

参加施設数

参加団体数（実績）

参加団体数（予定）

施設名

対象地域 二次医療圏での連携 長崎県県南

行政計画への記載 いいえ

参加団体数と参加患者数

ネットワーク導入による効果
○:患者サービスが向上した,○:患者の負担が軽減した,○:医療機関間で機能分化が進んだ,○:医療機関間の知識やノウハウの伝達習得が進ん
だ,○:医療機関間の人的ネットワークが進んだ,○:患者紹介の円滑化が進んだ,○:（診療所にとって）地域中核病院のサポートが受けれれるよ
うになった,○:（地域中核病院にとって）診療所の支援が受けられるようになった

ネットワークが現在抱えている課題 ?かかりつけ医の利用が十分でない?運営費用

運営について工夫した点、苦労した点
?双方向で同意が取れる仕組みとし、同意件数の拡大を図る?診療予約患者については、初診時に同意を取り、紹介元がデータ等が閲覧できるよ
うに推進?転院時も同意を推進し、CD-Rの添付を不要とした?ネットワークを推進している開業医へ、メリットを当院広報誌で紹介しシステムを
PR

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的
救急医療対策,小児医療対策,災害医療対策,医療連携,在宅医療対策,がん対策,脳卒中対策,急性心筋梗塞対策,糖尿病対策,疾病予防対策,疾病管
理,健康管理

地域の課題
地域の中核病院として、当院で検査や治療を実施している患者は多く、その経過やデータが、かかりつけ医に提供することは、医療の効率化や
患者・家族の安心につながる。

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加 参画していない

団体名 長崎県島原病院

住所 長崎県島原市下川尻長7895番地

電話番号 0957-63-1145 所属部署 地域医療支援センター

公開URL

ネットワークの概要
平成22年、電子カルテ導入により、地域関係機関との情報共有の効率化を目的にネットワークを立ち上げ、平成24年より、患者の同意を得て電
子カルテ情報の公開を行っている。

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 病院　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 島原メディカル・ケアねっと

ネットワークの略称・愛称　

運用開始（予定）年 2012 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 422 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 長崎県 整理番号： 1100 情報更新日： 2017/2/24

病院 開示側 無料 閲覧側 無料

医科診療所 開示側 無料 閲覧側 無料

歯科診療所 開示側 閲覧側

薬局 開示側 閲覧側

介護施設 開示側 閲覧側

その他 開示側 閲覧側

患者 開示側 無料 閲覧側 無料

千円

千円

運用費内訳 保守費 千円 その他費用 5475 千円

連携費用 200床以上 千円 200床以下 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

（運用費内訳） 保守費 千円 その他費用 千円

回 6 回

回 92 回

サービス強化の決定理由 会員満足度の向上

構築時以降に、追加したサービス 画像情報の共有

追加サービスと会員増加の関係 どちらとも言えない

会員増加に効果的なサービス

人的なネットワーク （立上げ時）医師会 （会員増加時）その他

参加機関・患者拡大のメリット 地域の中核病院として、より多くの患者情報を備蓄することにより、患者の変化時の判断・診断材料になるとともに、情報共有の効率化が促進する。高齢化が促進している地域でもあり、施設入所や在宅を推進して行く中では医療機関以外への拡大もメリットは出てくる。

地域範囲の適切なサイズ 二次医療圏

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組 医療機関等への訪問,医師会を通じた周知

特に効果のあったもの・理由 医療機関等への訪問 直接の説明により、メリットを理解していただいた。

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 なし 電子的診療情報評価料の算定状況 なし

ネットワーク運用費用の負担（実施中） ネットワーク運用費用の負担（実施予定）

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

将来のシステムの更改の費用負担

将来のシステムの更改の費用負担 未定　

費用の負担

ネットワーク構築費用の負担（実施中） ネットワーク構築費用の負担（実施予定）

実施予定の
ネットワーク

主な関連IT企業

地域医療介護総合確保基金 はい 額（千円）・用途

その他の公的資金 

運用費用 5475

内訳

地域医療再生臨時特例交付金 はい 額（千円）・用途 27512
ゲートウェイサーバ費用,連携システム環境構築費用,院内システムとの

接続費用,ネットワーク費用,工事・作業費用

利用・参加料金

蓄積された個人情報・診療情報の利用

個人情報・診療情報の利用 ○:地域の医療費適正化の目的で利用

予算関係

構築費用 59762

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備 ○:個人情報保護方針の制定,○:セキュリティポリシーの制定,○:運用管理規程の制定,○:操作マニュアルの整備

安全管理
△:定期的な監査もしくは確認等（規定等が遵守されているか）,△:定期的な運用管理規程等の見直し,○:従事者との守秘義務契約,○:ウィル
スソフトを最新バージョンに保つ,○:共有情報サーバ等の設備室の入退管理

利用・参加料金

医療機関・薬局用 ○:2要素認証,○:IDとパスワード

介護施設・その他施設用

患者用

医療機関等との通信（閲覧側） ○:IP-VPN

介護施設・その他施設との通信

患者との通信

通信ネットワーク・ログインセキュリティ

医療機関等との通信（開示側） ○:IP-VPN

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 423 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 熊本県 整理番号： 1041 情報更新日： 2017/3/16

事務局人数 専任 人 4 人

病院 開示側 有料 1000 閲覧側

医科診療所 開示側 有料 500 閲覧側 有料 500

歯科診療所 開示側 有料 500 閲覧側 有料 500

薬局 開示側 有料 500 閲覧側 有料 500

介護施設 開示側 有料 500 閲覧側 有料 500

その他 開示側 閲覧側

患者 開示側 閲覧側

ネットワーク運用費用の負担（実施中） ネットワーク運用費用の負担（実施予定）

将来のシステムの更改の費用負担

将来のシステムの更改の費用負担 　

費用の負担

ネットワーク構築費用の負担（実施中） ネットワーク構築費用の負担（実施予定）

利用・参加料金

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備
○:個人情報保護方針の制定,○:セキュリティポリシーの制定,○:運用管理規程の制定,○:操作マニュアルの整備,○:障害・災害時の対応規定
の制定

安全管理

利用・参加料金

医療機関・薬局用 ○:HPKI電子証明書（ICカード）,○:PKI電子証明書（ICカード）

介護施設・その他施設用 ○:PKI電子証明書（ICカード）

患者用

医療機関等との通信（閲覧側） ○:その他のVPN

介護施設・その他施設との通信 ○:その他のVPN

患者との通信

厚生労働省標準規格の採用

情報連携基盤技術仕様

通信ネットワーク・ログインセキュリティ

医療機関等との通信（開示側） ○:IP-VPN

地域共通ID ○:HARMONYsuiteを利用

連携情報の保管場所 公益社団法人熊本県医師会

障害対策（バックアップ体制） ○:待機系サーバを遠隔地に設置

利用している情報の取得元システム

医療情報連携ネットワークのシステム

連携方式

情報共有形態

提供しているサービス項目

その他　備考・補足

共有できる情報項目

利用している情報項目

患者が同意の撤回（脱退）する場合 　

新たに参加施設が増えた場合 　

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス） △:大腿骨頚部骨折,△:胃・大腸がん,△:認知症

介護施設、その他 ○:施設ごとの参加判断

患者  

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 　

同意取得について

医療機関等 ○:施設ごとの参加判断

対象地域 全県域での連携 熊本県

行政計画への記載 はい

ネットワーク導入による効果

ネットワークが現在抱えている課題

運営について工夫した点、苦労した点

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的 救急医療対策,災害医療対策,医療連携,在宅医療対策,がん対策,疾病管理,健康管理

地域の課題

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加 協議会メンバーとして

公開URL

ネットワークの概要

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 くまもとメディカルネットワーク

ネットワークの略称・愛称　

運用開始（予定）年 ネットワークの稼働状況 構築中　
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ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 熊本県 整理番号： 1041 情報更新日： 2017/3/16

回 回

回 回

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係

会員増加に効果的なサービス

人的なネットワーク （立上げ時）医師会 （会員増加時）医師会

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組 説明会の開催,医療機関等への訪問,公的な会議での周知,勉強会・セミナーの開催,医師会を通じた周知

特に効果のあったもの・理由

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 電子的診療情報評価料の算定状況

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 425 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 熊本県 整理番号： 0022 情報更新日： 2017/2/21

〒862-0965

事務局人数 専任 2 人 1 人

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局 介護施設 その他の施設

10 41

施設の有無 施設数

医療機関・薬局用 ○:IDとパスワード

介護施設・その他施設用

患者用

医療機関等との通信（閲覧側） ○:IP-VPN

介護施設・その他施設との通信

患者との通信

厚生労働省標準規格の採用
○:ICD1対応標準病名マスター,○:医療におけるデジタル画像と通信（DICOM）,○:HIS,RIS,PACS,モダリティ間予約,会計,照射録情報連携指針
（JJ117指針）

情報連携基盤技術仕様

通信ネットワーク・ログインセキュリティ

医療機関等との通信（開示側） ○:IP-VPN

地域共通ID 共通IDを使用していない

連携情報の保管場所 中核病院（本院）の画像サーバ

障害対策（バックアップ体制）

利用している情報の取得元システム ○:病院（電子カルテ）より取得,○:病院（画像システム）より取得

医療情報連携ネットワークのシステム

連携方式 ○:集中型

情報共有形態 ○:双方向での共有,○:参照のみ

提供しているサービス項目 ○:診療情報の連携,△:遠隔医療,○:画像情報の共有,○:診療・検査予約

その他　備考・補足
1:画像の閲覧（ＣＴ・ＭＲＩ・ＲＩ・心カテ静止画・内視鏡・エコー・レントゲン）、2:診療情報提供書の閲覧、3:検査予約（ＣＴ・ＭＲＩ・
胃カメラ）、4:紹介するかどうか迷った時に画像を転送し、画像をお互いに見ながらdiscussion可能

共有できる情報項目

利用している情報項目
○:病名情報,○:診療情報提供書,○:その他文書,○:画像（放射線検査、内視鏡検査等）,○:その他,ＣＴ・ＭＲＩ・ＲＩ・心カテ（静止画）・
内視鏡・エコー・レントゲン

患者が同意の撤回（脱退）する場合 同意書の撤回（脱退）文書による

新たに参加施設が増えた場合 連携先追加の同意書による取得

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス）

介護施設、その他  

患者 ○:施設毎に情報連携の可否を指定,○:すべての施設毎に同意を得る

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 同意による取得

参加患者数（実績数） 5336 5336

同意取得について

医療機関等 ○:施設ごとの参加判断

なし

登録患者数 その内の実際に情報共有している患者数

参加している病院の施
設類型

特定機能病院 なし

地域医療支援病院 なし

精神科病院

参加施設数

参加団体数（実績）

参加団体数（予定）

施設名

対象地域 全県域での連携 熊本県

行政計画への記載 いいえ

参加団体数と参加患者数

ネットワーク導入による効果 ○:患者サービスが向上した,△:医療機関間で機能分化が進んだ,○:患者紹介の円滑化が進んだ

ネットワークが現在抱えている課題 オンライン予約の枠を増やしたいが、外来・入院患者の分を考慮すると難しい。

運営について工夫した点、苦労した点

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的 医療連携

地域の課題

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加 参画していない

団体名 国家公務員共催組合連合会熊本中央病院

住所 熊本県熊本市南区田井島1-5-1

電話番号 096-370-3111 所属部署 地域医療連携室

公開URL http://www.kumachu.gr.jp/medical/network/network_s.html

ネットワークの概要
セキュリティを確保したインターネット回線を用いて紹介患者さんの情報の共有化を図ることで、かかりつけ医の先生方の診療を側面から支援
していくことを目的としている。紹介元医療機関へ端末を貸与し、専用端末上で画像情報等を参照することができる。【主な機能】画像の閲
覧、診療情報提供書の閲覧、検査のオンライン予約など。

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 病院　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 地域医療画像連携ネットワークシステム

ネットワークの略称・愛称　 くまちゅう画像ネット

運用開始（予定）年 2012 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 426 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 熊本県 整理番号： 0022 情報更新日： 2017/2/21

サービス強化の決定理由 会員満足度の向上,患者サービスの向上,その他

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係 どちらとも言えない

会員増加に効果的なサービス

人的なネットワーク （立上げ時）その他 （会員増加時）その他

参加機関・患者拡大のメリット 紹介が増える

地域範囲の適切なサイズ 都道府県

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組 公的な会議での周知,その他

特に効果のあったもの・理由 公的な会議での周知
実際にシステムを利用している先生も参加している懇親会等であると、利用の感想を聞くことができる。また、当院の医師へ質問もで
きる。
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ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 熊本県 整理番号： 0303 情報更新日： 2017/3/2

〒865-0005

事務局人数 専任 0 人 4 人

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局 介護施設 その他の施設

3 24

5 15 15 5

施設の有無 施設数

医療機関・薬局用 ○:IDとパスワード

介護施設・その他施設用

患者用

医療機関等との通信（閲覧側）

介護施設・その他施設との通信

患者との通信

厚生労働省標準規格の採用 ○:患者診療情報提供書及び電子診療データ提供書（患者への情報提供）

情報連携基盤技術仕様

通信ネットワーク・ログインセキュリティ

医療機関等との通信（開示側）

地域共通ID 共通IDを使用していない

連携情報の保管場所 ○:院外のデータセンター

障害対策（バックアップ体制） ○:提供ベンダーのサービスを利用

利用している情報の取得元システム

医療情報連携ネットワークのシステム

連携方式 ○:クラウド型

情報共有形態 ○:双方向での共有

提供しているサービス項目 ○:在宅医療連携,○:介護連携

その他　備考・補足

共有できる情報項目

利用している情報項目 ○:患者基本情報（氏名、年齢、住所等）,○:病名情報,○:診療情報提供書,○:医師記録（経過記録）,○:看護記録

患者が同意の撤回（脱退）する場合 口頭による了承

新たに参加施設が増えた場合 　

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス）

介護施設、その他 △:施設ごとの参加判断

患者 その他の方式

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 同意による取得

参加患者数（実績数） 246 225

同意取得について

医療機関等 ○:施設ごとの参加判断

登録患者数 その内の実際に情報共有している患者数

参加している病院の施
設類型

特定機能病院

地域医療支援病院

精神科病院

参加施設数

参加団体数（実績）

参加団体数（予定）

施設名

対象地域 その他 主に郡市医師会単位ではあるが近隣地域も該当

行政計画への記載 いいえ

参加団体数と参加患者数

ネットワーク導入による効果
△:患者サービスが向上した,△:患者の負担が軽減した,△:医療機関間で機能分化が進んだ,△:医療機関間の知識やノウハウの伝達習得が進ん
だ,△:医療機関間の人的ネットワークが進んだ,△:医師の偏在を補う効果があった,△:患者紹介の円滑化が進んだ,△:（診療所にとって）地域
中核病院のサポートが受けれれるようになった,△:（地域中核病院にとって）診療所の支援が受けられるようになった

ネットワークが現在抱えている課題
あくまでも人的ネットワークのサポート機能であり、積極的に導入を進めていないが今後は地域中核病院との連携などもふくめ運用拡大が課
題。

運営について工夫した点、苦労した点 システムに直接書き込む機会は少なくし、既存の書類の提出（ＦＡＸ・メール）等で済むようにしている。

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的 医師・看護師等の確保対策,救急医療対策,医療連携,在宅医療対策　診療所医師の在宅医療における不在時や対応困難時の相互補完。

地域の課題
以前より訪問診療等を行っている医師は比較的多い地域であったが、診療所医師の高齢化や医療・介護・福祉における地域資源の減少などもあ
り、限りある資源で多職種連携の下、地域医療を支えていくことが必要となってきた。

団体名 一般社団法人玉名郡市医師会（たまな在宅医療連携協議会）

住所 熊本県玉名市玉名2172

電話番号 0968-76-7066 所属部署 玉名地域保健医療センター医療連携室

公開URL

ネットワークの概要
診療所医師の在宅医療時における相互補完システムとして機能している多職種・多法人参加の「たまな在宅ネットワーク」において情報共有が
必要な患者（例えば在宅時医学総合管理料算定対象者）の基礎情報や毎月の訪問看護報告書内容等を登録している。現在は一部の医師や事務局
の使用となっているが、今後ネットワークに参加する診療所や訪問看護、薬局なども活用を検討中。

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 医師会　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 サイボウズキントン（たまな在宅ネットワーク患者情報登録システム）

ネットワークの略称・愛称　

運用開始（予定）年 2012 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 428 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 熊本県 整理番号： 0303 情報更新日： 2017/3/2

病院 開示側 閲覧側

医科診療所 開示側 閲覧側

歯科診療所 開示側 閲覧側

薬局 開示側 閲覧側

介護施設 開示側 閲覧側

その他 開示側 閲覧側

患者 開示側 閲覧側

千円

千円

運用費内訳 保守費 10 千円 その他費用 千円

連携費用 200床以上 千円 200床以下 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

（運用費内訳） 保守費 千円 その他費用 千円

回 回

回 回

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係

会員増加に効果的なサービス

人的なネットワーク （立上げ時） （会員増加時）

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組

特に効果のあったもの・理由

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 電子的診療情報評価料の算定状況

ネットワーク運用費用の負担（実施中） ネットワーク運用費用の負担（実施予定）

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

将来のシステムの更改の費用負担

将来のシステムの更改の費用負担 サービス利用料金等の収入より負担　

費用の負担

ネットワーク構築費用の負担（実施中） ネットワーク構築費用の負担（実施予定）

実施予定の
ネットワーク

主な関連IT企業 サイボウズ（株）

地域医療介護総合確保基金 額（千円）・用途

その他の公的資金 

運用費用

内訳

地域医療再生臨時特例交付金 額（千円）・用途

利用・参加料金

蓄積された個人情報・診療情報の利用

個人情報・診療情報の利用

予算関係

構築費用

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備 ○:個人情報保護方針の制定,○:セキュリティポリシーの制定

安全管理 ○:定期的な運用管理規程等の見直し,○:ウィルスソフトを最新バージョンに保つ

利用・参加料金

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 429 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 熊本県 整理番号： 1042 情報更新日： 2017/2/23

〒861-8520

事務局人数 専任 人 5 人

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局 介護施設 その他の施設

28 27 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

施設の有無 施設数

医療機関・薬局用 ○:IDとパスワード

介護施設・その他施設用

患者用

医療機関等との通信（閲覧側） ○:インターネットVPN（IPSec+IKE）

介護施設・その他施設との通信

患者との通信

厚生労働省標準規格の採用 ○:SS-MIX2ストレージ仕様書および構築ガイドライン

情報連携基盤技術仕様

通信ネットワーク・ログインセキュリティ

医療機関等との通信（開示側） ○:IP-VPN

地域共通ID ○:HumanBridgeシステムを利用,共通IDを使用していない

連携情報の保管場所 ○:院外のデータセンター

障害対策（バックアップ体制） ○:提供ベンダーのサービスを利用

利用している情報の取得元システム ○:病院（電子カルテ）より取得,○:病院（画像システム）より取得

医療情報連携ネットワークのシステム

連携方式 ○:クラウド型

情報共有形態 ○:参照のみ

提供しているサービス項目 ○:診療情報の連携,○:退院時サマリ,○:画像情報の共有,○:情報共有（掲示板、SNSなど）

その他　備考・補足

共有できる情報項目

利用している情報項目
○:患者基本情報（氏名、年齢、住所等）,○:病名情報,○:サマリ,○:看護記録,○:処方オーダ,○:注射オーダ,○:検体検査オーダ,○:放射線
検査オーダ,○:内視鏡検査オーダ,○:生理検査オーダ,○:食事オーダ,○:検体検査結果,○:画像（放射線検査、内視鏡検査等）

患者が同意の撤回（脱退）する場合 同意書の撤回（脱退）文書による

新たに参加施設が増えた場合 　

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス）

介護施設、その他  

患者 ○:連携をするすべての医師毎に同意を得る。

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 同意による取得

参加患者数（実績数） 488 488

同意取得について

医療機関等 ○:地域全体で参加,○:施設ごとの参加判断

なし

登録患者数 その内の実際に情報共有している患者数

参加している病院の施
設類型

特定機能病院 なし

地域医療支援病院 なし

精神科病院

参加施設数

参加団体数（実績）

参加団体数（予定）

施設名

対象地域 全県域での連携 熊本県

行政計画への記載 いいえ

参加団体数と参加患者数

ネットワーク導入による効果
○:患者サービスが向上した,○:患者の負担が軽減した,○:医療機関間で機能分化が進んだ,○:医療機関間の知識やノウハウの伝達習得が進ん
だ,○:医療機関間の人的ネットワークが進んだ,△:医師の偏在を補う効果があった,○:患者紹介の円滑化が進んだ,○:（診療所にとって）地域
中核病院のサポートが受けれれるようになった,○:（地域中核病院にとって）診療所の支援が受けられるようになった

ネットワークが現在抱えている課題 患者さんへの説明、同意取得の手間等の理由により、参加登録したものの、一度もシステムを利用した実績のない参加医療機関があること。

運営について工夫した点、苦労した点 参加医療機関のシステムへの理解を深めていただくべく、複数回説明会を開催した。

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的 医療連携

地域の課題 急速な高齢化社会に伴う、地域完結型医療の促進。

担当者 西岡真実 Eメールアドレス nishioka.mami.yu@kumamoto-med.jrc.or.jp

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加 参画していない

団体名 熊本赤十字病院

住所 熊本県熊本市東区長嶺南二丁目1番1号

電話番号 096-384-2111 所属部署 医療連携室地域医療推進課

公開URL

ネットワークの概要 患者さんの同意のもと、患者さんの状況や治療歴、検査データ、画像等を参加医療機関がネットワークシステムを利用して閲覧できる。

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 病院　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 くまもとクロスネット

ネットワークの略称・愛称　

運用開始（予定）年 2015 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 430 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 熊本県 整理番号： 1042 情報更新日： 2017/2/23

病院 開示側 無料 閲覧側 無料

医科診療所 開示側 無料 閲覧側 無料

歯科診療所 開示側 無料 閲覧側 無料

薬局 開示側 無料 閲覧側 無料

介護施設 開示側 無料 閲覧側 無料

その他 開示側 無料 閲覧側 無料

患者 開示側 無料 閲覧側 無料

230 回 14 回

182 回 14 回

サービス強化の決定理由 会員満足度の向上

構築時以降に、追加したサービス 退院時サマリ,画像情報の共有

追加サービスと会員増加の関係 そう思う

会員増加に効果的なサービス その他のサービス診療・検査予約

人的なネットワーク （立上げ時）基幹病院 （会員増加時）基幹病院

参加機関・患者拡大のメリット 地域全体で患者さんを診ることができ、患者さんの状態にあった質の高い医療を提供することができる。

地域範囲の適切なサイズ 都道府県

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組 説明会の開催,医療機関等への訪問

特に効果のあったもの・理由 医療機関等への訪問 説明会に足を運んでくださった医療機関を訪問することで、参加に繋がる。

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 なし 電子的診療情報評価料の算定状況 あり

ネットワーク運用費用の負担（実施中） その他 ネットワーク運用費用の負担（実施予定） その他

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

将来のシステムの更改の費用負担

将来のシステムの更改の費用負担 その他　当院負担

費用の負担

ネットワーク構築費用の負担（実施中） その他 ネットワーク構築費用の負担（実施予定） その他

利用・参加料金

蓄積された個人情報・診療情報の利用

個人情報・診療情報の利用

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備 ○:個人情報保護方針の制定,○:セキュリティポリシーの制定,○:運用管理規程の制定,○:操作マニュアルの整備

安全管理
○:定期的な運用管理規程等の見直し,○:従事者との守秘義務契約,○:共有情報の閲覧履歴の定期的確認,○:ウィルスソフトを最新バージョン
に保つ,○:共有情報サーバ等の設備室の入退管理

利用・参加料金

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 431 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 大分県 整理番号： 0046 情報更新日： 2017/3/3

〒874-0908

事務局人数 専任 0 人 3 人

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局 介護施設 その他の施設

23 54 1

65 2

施設の有無 施設数

提供しているサービス項目
△:遠隔カンファランス,○:電子処方箋（実証等）,○:電子版おくすり手帳,△:電子版疾病管理手帳,△:退院時サマリ,○:健診情報の連携,○:
画像情報の共有,○:検査機関との連携,○:患者用IDカードの発行,○:医療従事者用モバイル対応,△:ＰCアクセスサービス（患者）,△:モバイ
ルアクセスサービス（患者）,○:在宅医療連携,△:介護連携,○:情報共有（掲示板、SNSなど）,○:診療・検査予約,○:メール、メルマガなど

その他　備考・補足 医師会での講演・研修会のビデオ配信（オンデマンド）。予防接種歴の集積と参照機能。院外調剤歴の集積と参照機能。

患者が同意の撤回（脱退）する場合 同意書の撤回（脱退）文書による

新たに参加施設が増えた場合 連携先追加の同意書による取得

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス） ○:大腿骨頚部骨折,○:脳血管障害,○:心臓疾患,○:胃・大腸がん,○:その他のがん,○:肝炎,○:糖尿病,○:その他

介護施設、その他 ○:地域全体で参加,○:施設ごとの参加判断

患者 ○:施設毎に情報連携の可否を指定,○:すべての施設毎に同意を得る,○:連携をするすべての医師毎に同意を得る。,その他の方式

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 同意による取得

参加患者数（実績数） 67376 7053

同意取得について

医療機関等 ○:施設ごとの参加判断

登録患者数 その内の実際に情報共有している患者数

参加している病院の施
設類型

特定機能病院

地域医療支援病院

精神科病院

参加施設数

参加団体数（実績）

参加団体数（予定）

施設名

対象地域 二次医療圏での連携 大分県東部医療圏

行政計画への記載 いいえ

参加団体数と参加患者数

ネットワーク導入による効果
△:患者サービスが向上した,△:患者の負担が軽減した,○:医療機関間で機能分化が進んだ,○:医療機関間の知識やノウハウの伝達習得が進ん
だ,○:医療機関間の人的ネットワークが進んだ,△:医師の偏在を補う効果があった,○:患者紹介の円滑化が進んだ,○:（診療所にとって）地域
中核病院のサポートが受けれれるようになった,△:（地域中核病院にとって）診療所の支援が受けられるようになった

ネットワークが現在抱えている課題 リプレイス時の資金と運用資金の確保

運営について工夫した点、苦労した点

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的 小児医療対策,災害医療対策,医療連携,在宅医療対策,がん対策,糖尿病対策,疾病予防対策,疾病管理,健康管理

地域の課題

担当者 田能村祐一 Eメールアドレス tanomura@beppu-med.or.jp

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加 参画していない

団体名 一般社団法人別府市医師会

住所 大分県別府市上田の湯町10番5号

電話番号 0977-23-2279 所属部署 地域保健センター健診

公開URL http://www.beppu-med.or.jp/yukemuri/

ネットワークの概要

基幹病院と病院・診療所を閉鎖されたネットワークによって結び、紹介された患者の同意の基にリアルタイムに病院・診療所へ診療情報（カル
テ内容、看護記録、画像・検査・薬剤情報など）を参照可能なコンピューターネットワークを利用した地域医療連携システムを構築し、今まで
患者が持参していたレントゲンフィルム等の個人情報を患者の同意の基に安全かつスピーディーに届け、さらに実際に行われた医療行為とその
結果を迅速、正確、詳細に把握することができ、紹介元施設におけるより適切な高度医療の理解と詳細な患者説明が可能となります。また、受
診・入院依頼や検査依頼において予約電話を掛ける煩雑さや文書送付のためのタイムロスがなくなり、スムーズに行える等、また基幹病院には
受診・入院報告や検査結果報告が簡便になり、通信費の削減等にも貢献する利点が考えられます。そして、システムを構築することにより、か
かりつけ医と基幹病院の役割分担と信頼関係はさらに充実し、それが目に見えることによって患者さんに対し、今まで以上の信頼と安心を与え
うると考えます。一方、かかりつけ医が最新の診断・治療法を容易に知りえることもメリットであり、基幹病院では診療内容の公開による分か
りやすいカルテの作成や医療の標準化が期待されます。・医療連携システム（富士通社のヒューマンブリッジ）・医師会業務システム（サイボ
ウズガルーン）・在宅医療連携システム（富士通社のヒューマンブリッジ在宅SNS）以上、このシステムに多くの病院や診療所の医師・コメ
ディカルが参加することにより地域医療の質の向上に資する事を目標にしています。また、平成24年～25年度においては厚労省の「処方箋の電
子化に向けた検討のための実証事業」に参加しており、処方箋情報を電子化して保存する際に医師と薬剤師による電子認証と署名に保健医療福
祉分野公開鍵基盤(HPKI)を用いて真正性を担保し、紙で保存することとなっている処方箋を電子化した場合にどうなるかを実証しています。医
師は「処方箋を印刷して印鑑を押す」行為に対してHPKIカードを利用し、医師の資格確認のために認証し、処方箋情報を保存する際に電子署名
をして電子化した処方箋情報を送信する事となります。保険医療養担当規則で保険薬局には直接、処方箋情報を送信できないため、一旦、ASP
サーバへ送信して保存し、患者には紙に変わるICカードを持たせて、薬局で掲示することにより、薬剤師がHPKIカードを利用し、薬剤師の資格
確認のために認証し、処方箋情報を患者から掲示されたICカードをトリガーにしてASPサーバより処方箋情報を受け取り調剤を行います。薬剤
師は実際に調剤した「調剤実施情報」を電子化してASPサーバへ送る際にHPKIカードを利用し電子署名を行い送信することにより、地域で調剤
実施された薬の情報が蓄積されることになります。この蓄積された薬情報を医療連携システムで共有することにより、救急や災害時に利用で
き、参加した地域住民はICカードにより薬情報を電子おくすり手帳として利用できることが期待されます。平成26年度は総務省「放送・通信分
野等における公的個人認証サービス民間活用実証事業」で公的個人認証サービスを想定した実証システムを構築して、医療機関、薬局で、患者
の健康保険の即時資格確認と処方箋の電子化の実証を行い、利便性、運用性、機能の効果検証を別府市国民健康保険の保険者約100名に行いま
す。また、昨年度まで行っていた処方箋の電子化も含めると約200名のモニターに協力をもらい1ヶ月間で行った。平成27年度は大分県の地域医
療介護総合確保施設設備整備事業にて薬情報蓄積・参照システム開始。別府市内薬局65施設が接続し、調剤歴が週集され閲覧できる。

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 医師会　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 別府市医師会地域医療連携システム

ネットワークの略称・愛称　 ゆけむり医療ネット

運用開始（予定）年 2011 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　
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病院 開示側 無料 閲覧側 無料

医科診療所 開示側 無料 閲覧側 無料

歯科診療所 開示側 無料 閲覧側 無料

薬局 開示側 無料 閲覧側 無料

介護施設 開示側 無料 閲覧側 無料

その他 開示側 閲覧側

患者 開示側 閲覧側

千円

千円

運用費内訳 保守費 840 千円 その他費用 0 千円

連携費用 200床以上 千円 200床以下 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

（運用費内訳） 保守費 0 千円 その他費用 0 千円

回 回

762 回 48 回

サービス強化の決定理由 新規参加者獲得のため,会員満足度の向上,患者サービスの向上

構築時以降に、追加したサービス 診療情報の連携,電子版おくすり手帳,健診情報連携,画像情報の共有,画像診断サービス,検査機関との連携,患者用IDカードの発行,医療従事者用モバイル対応,在宅医療連携

追加サービスと会員増加の関係 どちらとも言えない

会員増加に効果的なサービス
診療情報の連携,電子紹介状,電子おくすり手帳,電子版糖尿病手帳,退院時サマリ,健診情報連携,画像情報の共有,検査機関との連携,患者用ID
カードの発行,医療従事者用モバイル対応,在宅医療連携,介護連携,その他のサービス情報共有（掲示板、SNSなど）,その他のサービス診療・検
査予約,その他のサービス空床情報,その他のサービスメール、メルマガなど

人的なネットワーク （立上げ時）医師会 （会員増加時）医師会

参加機関・患者拡大のメリット 重複した検査や処方がなくなり、患者負担が軽減される。情報を共有することで質の高い、安全な医療が提供できる。

地域範囲の適切なサイズ 二次医療圏

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組 説明会の開催,医療機関等への訪問,公的な会議での周知,勉強会・セミナーの開催,医師会を通じた周知

特に効果のあったもの・理由 医師会を通じた周知

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 なし 電子的診療情報評価料の算定状況 あり

ネットワーク運用費用の負担（実施中）
参加施設の負担,地域の医療関係団体（医師
会、その他）の負担

ネットワーク運用費用の負担（実施予定）
参加施設の負担,地域の医療関係団体（医師
会、その他）の負担

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

将来のシステムの更改の費用負担

将来のシステムの更改の費用負担 サービス利用料金等の収入より負担,公的資金より負担　

費用の負担

ネットワーク構築費用の負担（実施中）
地域の医療関係団体（医師会、その他）の負
担,国の負担（厚労省）

ネットワーク構築費用の負担（実施予定）
参加施設の負担,地域の医療関係団体（医師
会、その他）の負担,国の負担（厚労省）

実施予定の
ネットワーク

0

0

主な関連IT企業 富士通（株）,西日本電信電話（株）,（株）日立製作所

地域医療介護総合確保基金 はい 額（千円）・用途 27000
連携システム環境構築費用,院内システムとの接続費用,ネットワーク費

用,工事・作業費用,その他

その他の公的資金 

運用費用 840 GWサーバ保守

内訳

地域医療再生臨時特例交付金 いいえ 額（千円）・用途

利用・参加料金

蓄積された個人情報・診療情報の利用

個人情報・診療情報の利用 ○:地域の医療費適正化の目的で利用,○:学術研究等の公益目的で利用

予算関係

構築費用 30000 地域再生基金より３分の２補助

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備
○:個人情報保護方針の制定,○:セキュリティポリシーの制定,○:運用管理規程の制定,○:操作マニュアルの整備,○:障害・災害時の対応規定
の制定

安全管理
○:定期的な監査もしくは確認等（規定等が遵守されているか）,○:定期的な運用管理規程等の見直し,○:従事者との守秘義務契約,○:共有情
報の閲覧履歴の定期的確認,○:ウィルスソフトを最新バージョンに保つ,○:共有情報サーバ等の設備室の入退管理

利用・参加料金

医療機関・薬局用 ○:2要素認証,○:IDとパスワード,○:HPKI電子証明書（ICカード）,△:PKI電子証明書（ICカード）,○:その他のICカード,SSL証明書

介護施設・その他施設用 ○:IDとパスワード,SSL証明書

患者用 △:IDとパスワード,△:ICカード

医療機関等との通信（閲覧側） ○:IP-VPN,○:インターネットVPN（IPSec+IKE）,○:インターネット（TLS1.2の高セキュリティ型)

介護施設・その他施設との通信 ○:IP-VPN,○:インターネットVPN（IPSec+IKE）,○:インターネット（TLS1.2の高セキュリティ型)

患者との通信 △:インターネットVPN（IPSec+IKE）

厚生労働省標準規格の採用

○:医薬品HOTコードマスター,○:ICD1対応標準病名マスター,○:患者診療情報提供書及び電子診療データ提供書（患者への情報提供）,△:診療
情報提供書（電子紹介状）,○:IHE統合プロファイル「可搬型医用画像」およびその運用方針,△:保健医療情報-医療波型フォーマット-第921
部：符号化規則,○:医療におけるデジタル画像と通信（DICOM）,△:JAHIS臨床検査データ交換規約,△:標準歯科病名マスター,○:臨床検査マス
ター,△:JAHIS放射線データ交換規約,○:JAHIS処方データ交換規約,○:SS-MIX2ストレージ仕様書および構築ガイドライン

情報連携基盤技術仕様 ○:PIX/PIXV3/PDQ/PDQV3

通信ネットワーク・ログインセキュリティ

医療機関等との通信（開示側） ○:IP-VPN,○:インターネットVPN（IPSec+IKE）,○:インターネット（TLS1.2の高セキュリティ型)

地域共通ID ○:HumanBridgeシステムを利用,○:その他の共通システムを利用,ゆけむり医療ID

連携情報の保管場所 ○:各医療機関の院内,△:院外のデータセンター

障害対策（バックアップ体制） ○:提供ベンダーのサービスを利用,○:磁気メディア等のバックアップデータを保存,電気自動車よる停電時にサーバ室への給電

利用している情報の取得元システム
○:病院（電子カルテ）より取得,△:病院（レセコン）より取得,○:病院（画像システム）より取得,○:医科診療所（電子カルテ）より取得,
○:医科診療所（レセコン）より取得,○:薬局（調剤レセコン）より取得,○:検査センター（検査システム）より取得

医療情報連携ネットワークのシステム

連携方式 ○:集中型,△:クラウド型

情報共有形態 △:双方向での共有,○:参照のみ

共有できる情報項目

利用している情報項目
○:患者基本情報（氏名、年齢、住所等）,○:病名情報,△:診療情報提供書,○:処方オーダ,○:注射オーダ,○:検体検査オーダ,○:放射線検査
オーダ,○:内視鏡検査オーダ,○:生理検査オーダ,○:食事オーダ,○:検体検査結果,○:生理検査結果,○:画像（放射線検査、内視鏡検査等）,
○:調剤結果
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〒875-0051

事務局人数 専任 3 人 5 人

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局 介護施設 その他の施設

3 22 18 16 6 27

1 1

施設の有無 施設数

病院 開示側 有料 30000 閲覧側 有料 30000

医科診療所 開示側 有料 5000 閲覧側 有料 5000

歯科診療所 開示側 有料 3000 閲覧側 有料 3000

薬局 開示側 有料 3000 閲覧側 有料 3000

介護施設 開示側 有料 3000 閲覧側 有料 3000

その他 開示側 有料 1000 閲覧側 有料 1000

患者 開示側 閲覧側

利用・参加料金

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備
○:個人情報保護方針の制定,○:セキュリティポリシーの制定,○:運用管理規程の制定,○:操作マニュアルの整備,△:障害・災害時の対応規定
の制定

安全管理
△:定期的な監査もしくは確認等（規定等が遵守されているか）,○:定期的な運用管理規程等の見直し,△:従事者との守秘義務契約,○:共有情
報の閲覧履歴の定期的確認,○:ウィルスソフトを最新バージョンに保つ,○:共有情報サーバ等の設備室の入退管理

利用・参加料金

利用している情報の取得元システム
○:病院（電子カルテ）より取得,○:病院（レセコン）より取得,○:病院（画像システム）より取得,△:医科診療所（電子カルテ）より取得,
○:医科診療所（レセコン）より取得,△:歯科診療所（電子カルテ）より取得,△:歯科診療所（レセコン）より取得,○:薬局（調剤レセコン）
より取得,○:検査センター（検査システム）より取得,△:その他より取得

提供しているサービス項目

○:診療情報の連携,○:電子紹介状,△:電子クリニカルパス,○:電子版おくすり手帳,○:電子版疾病管理手帳,○:退院時サマリ,○:健診情報の
連携,○:画像情報の共有,○:検査機関との連携,○:患者用IDカードの発行,△:医療従事者用モバイル対応,△:ＰCアクセスサービス（患者）,
△:モバイルアクセスサービス（患者）,△:患者による自己管理システム,○:在宅医療連携,○:介護連携,○:情報共有（掲示板、SNSなど）,△:
診療・検査予約,○:メール、メルマガなど

その他　備考・補足

共有できる情報項目

利用している情報項目
○:患者基本情報（氏名、年齢、住所等）,○:病名情報,○:診療情報提供書,○:サマリ,○:看護記録,△:その他文書,○:検体検査オーダ,△:放
射線検査オーダ,△:内視鏡検査オーダ,△:生理検査オーダ,○:検体検査結果,○:生理検査結果,○:画像（放射線検査、内視鏡検査等）,○:調剤
結果

患者が同意の撤回（脱退）する場合 同意書の撤回（脱退）文書による

新たに参加施設が増えた場合 その他　石仏カードの提示

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス） △:脳血管障害,○:心臓疾患,△:その他のがん,○:糖尿病,○:認知症,△:その他

介護施設、その他 △:地域全体で参加,○:施設ごとの参加判断

患者 ○:参加施設すべての情報連携に一括同意,その他の方式 フェリカカードを提出することによって施設毎に同意している。

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 同意による取得

参加患者数（実績数） 12500 12500

同意取得について

医療機関等 △:地域全体で参加,○:施設ごとの参加判断

なし 1 白川病院

登録患者数 その内の実際に情報共有している患者数

参加している病院の施
設類型

特定機能病院 なし

地域医療支援病院 なし 1 臼杵市医師会立コスモス病院

精神科病院

参加施設数

参加団体数（実績）

参加団体数（予定）

施設名

参加団体数と参加患者数

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

担当者 小野清史 Eメールアドレス k-ono@usukicosmos-med.or.jp

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加 運営主体として

団体名 うすき石仏ねっと運営協議会

住所 大分県臼杵市大字戸室1131番地1

電話番号 0972-62-5615 所属部署 情報管理センター

公開URL http://www.usukicosmos-med.or.jp/

ネットワークの概要

大分県臼杵市の地域健康・医療・介護連携システムです。市内の医療機関、訪問看護ステーション、調剤薬局、介護施設（特養、老健）、居宅
介護支援事業所、消防署、臼杵市保健健康課、地域包括支援センターを結ぶネットワークです。共有情報は検体検査、薬剤情報（処方、注
射）、サマリー情報（医師、看護師、リハビリ、MSW）、服薬指導、栄養指導内容、画像情報、画像レポート、既往歴、アレルギー歴、地域連
携パス（糖尿病、心疾患、緩和ケア、認知症）、救急車要請時緊急画面、医科歯科連携、医療介護連携、緊急時連携シート、災害時要援護者連
携シート他です。平成27年4月より臼杵市石仏ねっと運営協議会（臼杵市、臼杵市医師会、臼杵市歯科医師会、臼杵市薬剤師会、介護施設の代
表者）で運営しております。

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 その他　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 臼杵市健康・医療・介護情報連携事業

ネットワークの略称・愛称　 うすき石仏ねっと

運用開始（予定）年 2007 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　
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地域・都道府県： 九州 大分県 整理番号： 0257 情報更新日： 2017/2/23

回 93 回

回 回

サービス強化の決定理由 会員満足度の向上,患者サービスの向上

構築時以降に、追加したサービス 電子紹介状,電子版おくすり手帳,電子版糖尿病手帳,健診情報連携,検査機関との連携,在宅医療連携,介護連携

追加サービスと会員増加の関係 そう思う

会員増加に効果的なサービス
診療情報の連携,電子おくすり手帳,電子版糖尿病手帳,退院時サマリ,健診情報連携,検査機関との連携,在宅医療連携,その他のサービス情報共
有（掲示板、SNSなど）,その他のサービス診療・検査予約,その他のサービス空床情報

人的なネットワーク （立上げ時）医師会 （会員増加時）医師会

参加機関・患者拡大のメリット 連携患者数の増加は連携機関数の拡大につながる。

地域範囲の適切なサイズ 都道府県

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組 説明会の開催,医療機関等への訪問,公的な会議での周知,勉強会・セミナーの開催,医師会を通じた周知

特に効果のあったもの・理由 医療機関等への訪問 顔の見える関係を構築することが出来る。

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 あり 電子的診療情報評価料の算定状況 なし

ネットワーク運用費用の負担（実施中）
参加施設の負担,自治体の負担,地域の医療関係
団体（医師会、その他）の負担

ネットワーク運用費用の負担（実施予定）
参加施設の負担,自治体の負担,地域の医療関係
団体（医師会、その他）の負担

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

費用の負担

ネットワーク構築費用の負担（実施中）
参加施設の負担,自治体の負担,地域の医療関係
団体（医師会、その他）の負担,国の負担（厚
労省）

ネットワーク構築費用の負担（実施予定）
参加施設の負担,自治体の負担,地域の医療関係
団体（医師会、その他）の負担,国の負担（厚
労省）,国の負担（総務省）
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地域・都道府県： 九州 大分県 整理番号： 0269 情報更新日： 2017/2/23

〒870-1133

事務局人数 専任 0 人 5 人

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局 介護施設 その他の施設

10 9

施設の有無 施設数

医療機関・薬局用

介護施設・その他施設用 ○:IDとパスワード

患者用

医療機関等との通信（閲覧側） ○:インターネットVPN（IPSec+IKE）

介護施設・その他施設との通信

患者との通信

厚生労働省標準規格の採用 ○:医療におけるデジタル画像と通信（DICOM）

情報連携基盤技術仕様

通信ネットワーク・ログインセキュリティ

医療機関等との通信（開示側） ○:インターネットVPN（IPSec+IKE）

地域共通ID 共通IDを使用していない

連携情報の保管場所 ○:各医療機関の院内

障害対策（バックアップ体制） ○:磁気メディア等のバックアップデータを保存

利用している情報の取得元システム ○:病院（電子カルテ）より取得,○:病院（画像システム）より取得

医療情報連携ネットワークのシステム

連携方式 ○:集中型

情報共有形態 ○:参照のみ

提供しているサービス項目
△:診療情報の連携,△:電子紹介状,△:退院時サマリ,○:画像情報の共有,○:画像診断サービス,○:検査機関との連携,△:在宅医療連携,△:情
報共有（掲示板、SNSなど）,△:診療・検査予約,△:空床情報,△:メール、メルマガなど

その他　備考・補足 画像情報の共有および画像診断サービルは、一方向のみ。その他のサービスは、２４年度のアンケート結果から追加

共有できる情報項目

利用している情報項目
△:患者基本情報（氏名、年齢、住所等）,△:病名情報,△:診療情報提供書,△:サマリ,△:手術記録,△:看護記録,○:処方オーダ,○:注射オー
ダ,○:検体検査結果,○:画像（放射線検査、内視鏡検査等）

患者が同意の撤回（脱退）する場合 同意書の撤回（脱退）文書による

新たに参加施設が増えた場合 連携先追加の同意書による取得

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス）

介護施設、その他  

患者 ○:すべての施設毎に同意を得る,○:連携をするすべての医師毎に同意を得る。

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 同意による取得

参加患者数（実績数） 729 729

同意取得について

医療機関等 △:地域全体で参加,○:施設ごとの参加判断

なし

登録患者数 その内の実際に情報共有している患者数

参加している病院の施
設類型

特定機能病院 なし

地域医療支援病院 なし

精神科病院

参加施設数

参加団体数（実績）

参加団体数（予定）

施設名

対象地域 その他 医師会員、登録医施設

行政計画への記載 いいえ

参加団体数と参加患者数

ネットワーク導入による効果 △:患者サービスが向上した,△:患者紹介の円滑化が進んだ

ネットワークが現在抱えている課題 インターネット回線を持たない施設が多い。

運営について工夫した点、苦労した点

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的 医療連携

地域の課題

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加 参画していない

団体名 一般社団法人大分市医師会

住所 大分県大分市大字宮崎1315番地

電話番号 097-568-5780 所属部署 事務局

公開URL

ネットワークの概要
紹介患者さんのカルテ情報の閲覧や、放射線検査はCD-Rと同様に画像やレポートを閲覧することができる。また、検体検査のデータについても
「府内ネット」は接続した端末から閲覧する機能を提供する。

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 医師会　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 大分市医師会医療情報ネットワークシステム

ネットワークの略称・愛称　 府内ネット

運用開始（予定）年 2011 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　
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ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 大分県 整理番号： 0269 情報更新日： 2017/2/23

病院 開示側 閲覧側

医科診療所 開示側 閲覧側

歯科診療所 開示側 閲覧側

薬局 開示側 閲覧側

介護施設 開示側 閲覧側

その他 開示側 閲覧側

患者 開示側 閲覧側

千円

千円

運用費内訳 保守費 千円 その他費用 千円

連携費用 200床以上 千円 200床以下 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

（運用費内訳） 保守費 千円 その他費用 千円

回 回

回 回

サービス強化の決定理由 新規参加者獲得のため,会員満足度の向上

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係 サービス強化と会員の増加には影響はなかった

会員増加に効果的なサービス
診療情報の連携,電子紹介状,電子処方箋（実証等）,退院時サマリ,画像情報の共有,画像診断サービス,検査機関との連携,在宅医療連携,介護連
携

人的なネットワーク （立上げ時）基幹病院 （会員増加時）

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組 医療機関等への訪問

特に効果のあったもの・理由

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 電子的診療情報評価料の算定状況

ネットワーク運用費用の負担（実施中）
参加施設の負担,地域の医療関係団体（医師
会、その他）の負担

ネットワーク運用費用の負担（実施予定）

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

将来のシステムの更改の費用負担

将来のシステムの更改の費用負担 　

費用の負担

ネットワーク構築費用の負担（実施中） 地域の医療関係団体（医師会、その他）の負担 ネットワーク構築費用の負担（実施予定）

実施予定の
ネットワーク

主な関連IT企業

地域医療介護総合確保基金 額（千円）・用途

その他の公的資金 

運用費用 基幹病院の電子カルテシステムのオプションであるため算出不能

内訳

地域医療再生臨時特例交付金 額（千円）・用途

利用・参加料金

蓄積された個人情報・診療情報の利用

個人情報・診療情報の利用

予算関係

構築費用 33000

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備 ○:個人情報保護方針の制定,○:運用管理規程の制定,○:操作マニュアルの整備

安全管理 ○:ウィルスソフトを最新バージョンに保つ,○:共有情報サーバ等の設備室の入退管理

利用・参加料金
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ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 大分県 整理番号： 0494 情報更新日： 2017/2/10

〒879-0623

事務局人数 専任 0 人 0 人

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局 介護施設 その他の施設

1 6

施設の有無 施設数

病院 開示側 閲覧側

医科診療所 開示側 閲覧側

歯科診療所 開示側 閲覧側

薬局 開示側 閲覧側

介護施設 開示側 閲覧側

その他 開示側 閲覧側

患者 開示側 閲覧側

利用・参加料金

蓄積された個人情報・診療情報の利用

個人情報・診療情報の利用 ○:地域の医療費適正化の目的で利用

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備

安全管理

利用・参加料金

医療機関・薬局用

介護施設・その他施設用

患者用

医療機関等との通信（閲覧側）

介護施設・その他施設との通信

患者との通信

厚生労働省標準規格の採用

情報連携基盤技術仕様

通信ネットワーク・ログインセキュリティ

医療機関等との通信（開示側）

地域共通ID

連携情報の保管場所

障害対策（バックアップ体制）

利用している情報の取得元システム

医療情報連携ネットワークのシステム

連携方式

情報共有形態

提供しているサービス項目

その他　備考・補足

共有できる情報項目

利用している情報項目

患者が同意の撤回（脱退）する場合 口頭による了承

新たに参加施設が増えた場合 　

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス）

介護施設、その他  

患者  

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 　

参加患者数（実績数） 123

同意取得について

医療機関等 ○:施設ごとの参加判断

登録患者数 その内の実際に情報共有している患者数

参加している病院の施
設類型

特定機能病院

地域医療支援病院

精神科病院

参加施設数

参加団体数（実績）

参加団体数（予定）

施設名

参加団体数と参加患者数

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加 参画していない

団体名 一般社団法人豊後高田市医師会

住所 大分県豊後高田市金谷町1185番地加宝インテックビルK-202

電話番号 0978-22-3082 所属部署 事務局

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 遠隔画像診断システム

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 438 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 大分県 整理番号： 0494 情報更新日： 2017/2/10

千円

千円

運用費内訳 保守費 千円 その他費用 千円

連携費用 200床以上 千円 200床以下 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

（運用費内訳） 保守費 千円 その他費用 千円

回 回

回 回

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係

会員増加に効果的なサービス

人的なネットワーク （立上げ時） （会員増加時）

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組

特に効果のあったもの・理由

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 電子的診療情報評価料の算定状況

ネットワーク運用費用の負担（実施中）
地域の医療関係団体（医師会、その他）の負
担,患者の利用料・会費等で負担

ネットワーク運用費用の負担（実施予定）

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

将来のシステムの更改の費用負担

将来のシステムの更改の費用負担 　

費用の負担

ネットワーク構築費用の負担（実施中）
自治体の負担,地域の医療関係団体（医師会、
その他）の負担,国の負担（総務省）

ネットワーク構築費用の負担（実施予定）

実施予定の
ネットワーク

主な関連IT企業

地域医療介護総合確保基金 額（千円）・用途

その他の公的資金 

運用費用

内訳

地域医療再生臨時特例交付金 額（千円）・用途

予算関係

構築費用

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 439 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 宮崎県 整理番号： 0070 情報更新日： 2017/2/10

〒889-1692

回 回

回 回

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係

会員増加に効果的なサービス

人的なネットワーク （立上げ時） （会員増加時）

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組

特に効果のあったもの・理由

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 電子的診療情報評価料の算定状況

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

団体名 特定非営利活動法人宮崎健康福祉ネットワーク協議会

住所 宮崎県宮崎市清武町木原5200

電話番号 0985-85-9029 所属部署 宮崎大学医学部附属病院医療情報部

公開URL http://www.haniwa-net.jp/

ネットワークの概要
中核病院医療情報連携システム：地域の医療機関から中核病院へ紹介入院となった患者の電子カルテを紹介元医師が自院のパソコンから閲覧で
きるシステム。紹介元医は、紹介患者の中核病院入院後の画像や検査データも含めた診療情報をリアルタイムで閲覧できる。現在、宮崎大学病
院と県内の紹介元医師間で運用している。

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 NPO　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 宮崎健康福祉ネットワーク

ネットワークの略称・愛称　 はにわネット

運用開始（予定）年 2002 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 440 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 宮崎県 整理番号： 0152 情報更新日： 2017/3/28

〒885-0002

事務局人数 専任 0 人 2 人

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係

会員増加に効果的なサービス 電子紹介状,電子おくすり手帳,画像情報の共有

人的なネットワーク （立上げ時）医師会 （会員増加時）

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ 二次医療圏

利用している情報の取得元システム ○:病院（電子カルテ）より取得,○:病院（画像システム）より取得

共有できる情報項目

利用している情報項目
○:患者基本情報（氏名、年齢、住所等）,○:病名情報,○:医師記録（経過記録）,△:サマリ,○:検体検査結果,○:生理検査結果,○:画像（放
射線検査、内視鏡検査等）

患者が同意の撤回（脱退）する場合 同意書の撤回（脱退）文書による

新たに参加施設が増えた場合 連携先追加の口頭による了承

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 同意による取得

対象地域 二次医療圏での連携 都城市北諸県郡

行政計画への記載 いいえ

ネットワーク導入による効果
△:患者サービスが向上した,△:患者紹介の円滑化が進んだ,△:（診療所にとって）地域中核病院のサポートが受けれれるようになった,△:
（地域中核病院にとって）診療所の支援が受けられるようになった

ネットワークが現在抱えている課題 なかなかネットワークシステム利用・理解が病医院に浸透しない

運営について工夫した点、苦労した点

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的 医療連携

地域の課題

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加 参画していない

団体名 都城市郡医師会病院

住所 宮崎県都城市太郎坊町1364-1

電話番号 0986-36-8300 所属部署 医事課・診療情報管理室

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 病院　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 都城地域医療連携ネットワーク

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 441 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 宮崎県 整理番号： 0279 情報更新日： 2017/3/2

〒885-0014

事務局人数 専任 0 人 0 人

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局 介護施設 その他の施設

4 6 3

施設の有無 施設数

厚生労働省標準規格の採用

情報連携基盤技術仕様

地域共通ID

連携情報の保管場所

障害対策（バックアップ体制）

利用している情報の取得元システム

医療情報連携ネットワークのシステム

連携方式

情報共有形態

提供しているサービス項目

その他　備考・補足

共有できる情報項目

利用している情報項目

患者が同意の撤回（脱退）する場合 　

新たに参加施設が増えた場合 　

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス）

介護施設、その他 ○:地域全体で参加,○:施設ごとの参加判断

患者  

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 　

参加患者数（実績数）

同意取得について

医療機関等 ○:施設ごとの参加判断

登録患者数 その内の実際に情報共有している患者数

参加している病院の施
設類型

特定機能病院

地域医療支援病院

精神科病院

参加施設数

参加団体数（実績）

参加団体数（予定）

施設名

対象地域 二次医療圏での連携 都城北諸県医療圏・西諸医療圏

行政計画への記載

参加団体数と参加患者数

ネットワーク導入による効果
○:医療機関間の知識やノウハウの伝達習得が進んだ,○:医療機関間の人的ネットワークが進んだ,○:医師の偏在を補う効果があった,○:患者
紹介の円滑化が進んだ,○:（診療所にとって）地域中核病院のサポートが受けれれるようになった

ネットワークが現在抱えている課題

運営について工夫した点、苦労した点

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的 周度期医療対策

地域の課題

都城医療センターは、宮崎県の県西地区（都城北諸県医療圏・西諸医療圏）の周産期医療体制の中核を担い、当該圏域内のハイリスク分娩患者
に対応しているが、医師の退職や引き上げにより産科医が減るなど、その体制の維持・確保が課題となっている。また、県西地区においては、
従来より他の周産期医療圏よりも産科医が少なく、西諸医療圏域では病院に産科医がいないという厳しい状況にある。このため、ハイリスク分
娩患者の受け入れ体制の整備、コンサルティングおよび症例研究活動を円滑に実施するため、当院と圏域内の周産期医療に対応する医療機関へ
周産期医療ネットワークシステムを導入し、相互に連携して運用することにより、より効率的かつ効果的な周産期医療の提供を図ることとし
た。

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加

団体名 独立行政法人国立病院機構都城医療センター

住所 宮崎県都城市祝吉町5033番地1

電話番号 0986-23-4111 所属部署 事務部企画課

公開URL

ネットワークの概要

宮崎県の県西地区（都城北諸県医療県・西諸医療県）におけるハイリスク分娩患者の受け入れ体制の整備、コンサルティング及び症例研究活動
を円滑に実施するため、圏域内の周産期医療に対応する高次施設（2施設）、一次施設（8施設）及び助産施設（3施設）へ周産期医療ネット
ワークシステムを導入し、CTG波形情報の連携を中心に様々な情報を共有し、相互に連携してより効率的かつ効果的な周産期医療の提供を図っ
ている。

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 病院　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 周産期ネットワークシステム

ネットワークの略称・愛称　

運用開始（予定）年 2012 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 442 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 宮崎県 整理番号： 0279 情報更新日： 2017/3/2

病院 開示側 閲覧側

医科診療所 開示側 閲覧側

歯科診療所 開示側 閲覧側

薬局 開示側 閲覧側

介護施設 開示側 閲覧側

その他 開示側 閲覧側

患者 開示側 閲覧側

千円

千円

運用費内訳 保守費 千円 その他費用 千円

連携費用 200床以上 千円 200床以下 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

（運用費内訳） 保守費 千円 その他費用 千円

回 回

回 回

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係

会員増加に効果的なサービス

人的なネットワーク （立上げ時） （会員増加時）

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組

特に効果のあったもの・理由

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 電子的診療情報評価料の算定状況

ネットワーク運用費用の負担（実施中） 参加施設の負担 ネットワーク運用費用の負担（実施予定）

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

将来のシステムの更改の費用負担

将来のシステムの更改の費用負担 　

費用の負担

ネットワーク構築費用の負担（実施中） 自治体の負担 ネットワーク構築費用の負担（実施予定）

実施予定の
ネットワーク

主な関連IT企業

地域医療介護総合確保基金 額（千円）・用途

その他の公的資金 

運用費用 通信費は各施設負担

内訳

地域医療再生臨時特例交付金 額（千円）・用途

利用・参加料金

蓄積された個人情報・診療情報の利用

個人情報・診療情報の利用 ○:学術研究等の公益目的で利用,○:統計結果の公益目的以外で利用

予算関係

構築費用 70000

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備

安全管理

利用・参加料金

医療機関・薬局用

介護施設・その他施設用

患者用

医療機関等との通信（閲覧側）

介護施設・その他施設との通信

患者との通信

通信ネットワーク・ログインセキュリティ

医療機関等との通信（開示側）

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 443 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 鹿児島県 整理番号： 0156 情報更新日： 2017/2/10

〒890-0053

回 回

回 回

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係

会員増加に効果的なサービス

人的なネットワーク （立上げ時） （会員増加時）

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組

特に効果のあったもの・理由

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 電子的診療情報評価料の算定状況

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備

安全管理

団体名 公益社団法人鹿児島県医師会

住所 鹿児島県鹿児島市中央町8-1

電話番号 099-254-8121 所属部署 地域保健課

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 医師会　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 かごしま救急医療遠隔画像診断センターシステム

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 444 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 鹿児島県 整理番号： 0349 情報更新日： 2017/2/23

〒890-0056

事務局人数 専任 1 人 5 人

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局 介護施設 その他の施設

0 3 0 2 23

0

施設の有無 施設数

厚生労働省標準規格の採用

情報連携基盤技術仕様

地域共通ID 共通IDを使用していない

連携情報の保管場所 ○:院外のデータセンター

障害対策（バックアップ体制） ○:磁気メディア等のバックアップデータを保存

利用している情報の取得元システム △:その他より取得,CSVによるインポートには対応する予定です。

医療情報連携ネットワークのシステム

連携方式 ○:クラウド型,クラウド型でありますが、サーバはプライベートサーバを使用しています。

情報共有形態 ○:双方向での共有

提供しているサービス項目 ○:診療情報の連携,○:医療従事者用モバイル対応,○:在宅医療連携,○:介護連携,○:情報共有（掲示板、SNSなど）,○:メール、メルマガなど

その他　備考・補足
在宅患者を中心に医療、介護情報を共有するツール。基本データ、重要書類の共有、訪問診療や訪問、通所、ショートステイなどの他事業所、
多職種のサービススケジュールカレンダー機能、書き込みを発信するメール機能など基本としています。

共有できる情報項目

利用している情報項目
○:患者基本情報（氏名、年齢、住所等）,○:病名情報,○:診療情報提供書,○:医師記録（経過記録）,○:サマリ,△:手術記録,○:看護記録,
△:その他文書,○:その他,処方内容に関する情報は、定期薬について情報共有。

患者が同意の撤回（脱退）する場合 口頭による了承

新たに参加施設が増えた場合 　

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス）

介護施設、その他 ○:施設ごとの参加判断

患者 ○:参加施設すべての情報連携に一括同意

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 同意による取得

参加患者数（実績数） 591 450

同意取得について

医療機関等 ○:施設ごとの参加判断

なし

登録患者数 その内の実際に情報共有している患者数

参加している病院の施
設類型

特定機能病院 なし

地域医療支援病院 なし 0

精神科病院

参加施設数

参加団体数（実績）

参加団体数（予定）

施設名

対象地域 その他 当院を中心とした在宅医療連携範囲（システム自体は広域運用可能）

行政計画への記載 いいえ

参加団体数と参加患者数

ネットワーク導入による効果
○:患者サービスが向上した,○:患者の負担が軽減した,△:医療機関間で機能分化が進んだ,△:医療機関間の知識やノウハウの伝達習得が進ん
だ,○:医療機関間の人的ネットワークが進んだ,○:医師の偏在を補う効果があった,△:患者紹介の円滑化が進んだ,△:（診療所にとって）地域
中核病院のサポートが受けれれるようになった,△:（地域中核病院にとって）診療所の支援が受けられるようになった

ネットワークが現在抱えている課題
株式会社に委託し、維持管理の他、介護関連事業所など開設母体が異なる法人への導入もスムーズになった。運用面で職種、年齢、性別などに
よりICTリテラシーに偏りがある。全体のICTリテラシーの向上に努める必要がある。

運営について工夫した点、苦労した点
同一法人内での多職種、多事業所での普及は早いが、他法人の事業所の参加が難しい、逆に連携の障害になってしまう事がある。他法人は導入
時のストレスが大きい。開始してしまえば特に問題は生じない。システムの大幅な変更を行った。基本的なコンセプトは同じだが、システムの
ベースを一新した。OSやデバイスを選ばなくなった。（スマホ、ブラウザアプリ、タブレット端末、PCなど）

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的 医療連携,在宅医療対策

地域の課題

多職種連携の在宅医療における課題の抽出を行った。（平成24年在宅医療連携拠点事業）医師：緊急要請がない場合の連絡は返事が遅くなる。
何を聞きたいか分からないときがある。案件によっては直接話をしたい。担当者会議は拘束時間が長いため参加は難しい。介護的な面の情報は
ケアマネがまとめて聞いてほしい。他職種の方に最低限の医療的知識をもってほしい。歯科医師：治療内容（義歯なのか、残存歯なのか等）の
情報がはっきりしない。歯科と医科での共通言語が少なく情報共有の方法が難しい。本人と家族の希望をまとめてほしい。口腔ケアやリハビリ
の必要性や継続性をもっと家族や介護職員等に理解してほしい。チームでのケアを進めていきたい。薬剤師：医師との連携はとりやすいが、ケ
アマネとの情報共有は難しい。家族がいない患者は情報が掴みにくい。主に医師とケアマネと連携をとりたい。血圧など連続性のある情報がほ
しい。担当者会議へ参加したいが、出席できないのでお薬手帳へ記入をお願いしたい。薬の飲み合わせが悪い場合があるため、歯科医師や訪問

担当者 汐田一誠 Eメールアドレス shiota@mail.curecarenet.jp

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加 参画していない

団体名 株式会社キュアケア

住所 鹿児島県鹿児島市下荒田4丁目40番14号

電話番号 099-203-0038 所属部署 代表取締役

公開URL http://www.curecarenet.jp

ネットワークの概要
インターネット環境にて、ブラウザを利用し、パソコン及びタブレット端末、スマートホンを利用した、在宅医療における多職種の情報共有
ツール。

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 企業　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 キュアケアネット

ネットワークの略称・愛称　 curecarenet

運用開始（予定）年 2012 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　
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ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 鹿児島県 整理番号： 0349 情報更新日： 2017/2/23

病院 開示側 閲覧側

医科診療所 開示側 有料 3000 閲覧側 有料

歯科診療所 開示側 閲覧側

薬局 開示側 有料 3000 閲覧側 有料

介護施設 開示側 有料 3000 閲覧側 有料

その他 開示側 閲覧側

患者 開示側 閲覧側

千円

千円

運用費内訳 保守費 6000 千円 その他費用 4000 千円

連携費用 200床以上 千円 200床以下 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

（運用費内訳） 保守費 千円 その他費用 千円

19000 回 103 回

19000 回 103 回

サービス強化の決定理由 その他

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係

会員増加に効果的なサービス 電子紹介状,電子処方箋（実証等）

人的なネットワーク （立上げ時）基幹病院 （会員増加時）基幹病院

参加機関・患者拡大のメリット 情報量が増えることで連携の課題が明確になる。

地域範囲の適切なサイズ 二次医療圏

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組 説明会の開催,医療機関等への訪問,公的な会議での周知,勉強会・セミナーの開催,医師会を通じた周知

特に効果のあったもの・理由 勉強会・セミナーの開催

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 なし 電子的診療情報評価料の算定状況 なし

ネットワーク運用費用の負担（実施中） 参加施設の負担 ネットワーク運用費用の負担（実施予定）

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

将来のシステムの更改の費用負担

将来のシステムの更改の費用負担 サービス利用料金等の収入より負担　

費用の負担

ネットワーク構築費用の負担（実施中） 参加施設の負担,国の負担（厚労省） ネットワーク構築費用の負担（実施予定）

実施予定の
ネットワーク

主な関連IT企業 （株）キュアケア,（株）イーデザイン

地域医療介護総合確保基金 いいえ 額（千円）・用途

その他の公的資金 

運用費用 10000

内訳

地域医療再生臨時特例交付金 いいえ 額（千円）・用途

利用・参加料金

蓄積された個人情報・診療情報の利用

個人情報・診療情報の利用

予算関係

構築費用 1300

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備
○:個人情報保護方針の制定,○:セキュリティポリシーの制定,○:運用管理規程の制定,○:操作マニュアルの整備,△:障害・災害時の対応規定
の制定

安全管理
○:定期的な監査もしくは確認等（規定等が遵守されているか）,△:定期的な運用管理規程等の見直し,○:従事者との守秘義務契約,△:共有情
報の閲覧履歴の定期的確認,○:ウィルスソフトを最新バージョンに保つ,○:共有情報サーバ等の設備室の入退管理

利用・参加料金

医療機関・薬局用 ○:IDとパスワード

介護施設・その他施設用 ○:IDとパスワード

患者用

医療機関等との通信（閲覧側） ○:インターネットVPN（IPSec+IKE）

介護施設・その他施設との通信 ○:インターネットVPN（IPSec+IKE）,○:インターネット（TLS1.2の高セキュリティ型)

患者との通信

通信ネットワーク・ログインセキュリティ

医療機関等との通信（開示側） ○:インターネットVPN（IPSec+IKE）

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 446 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 鹿児島県 整理番号： 0525 情報更新日： 2017/3/3

〒892-8502

54 回 1 回

2046 回 2046 回

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係 どちらとも言えない

会員増加に効果的なサービス 診療情報の連携,遠隔医療,遠隔カンファランス

人的なネットワーク （立上げ時）基幹病院 （会員増加時）基幹病院

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ 都道府県

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組 医療機関等への訪問

特に効果のあったもの・理由 医療機関等への訪問

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 なし 電子的診療情報評価料の算定状況 なし

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

団体名 公益財団法人昭和会

住所 鹿児島県鹿児島市下竜尾町4-16

電話番号 099-226-2211 所属部署 相談支援センター

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 病院　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 ID-LINK
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ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 鹿児島 整理番号： 0302 情報更新日： 2017/4/6

〒895-0078

事務局人数 専任 0 人 2 人

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局 介護施設 その他の施設

6 8 2 3 1 2

施設の有無 施設数

医療機関・薬局用 ○:IDとパスワード

介護施設・その他施設用 ○:IDとパスワード

患者用

医療機関等との通信（閲覧側） ○:インターネットVPN（IPSec+IKE）

介護施設・その他施設との通信 ○:インターネット（TLS1.2の高セキュリティ型)

患者との通信

厚生労働省標準規格の採用

情報連携基盤技術仕様

通信ネットワーク・ログインセキュリティ

医療機関等との通信（開示側） ○:インターネットVPN（IPSec+IKE）

地域共通ID ○:ID-LINKシステムを利用,共通IDを使用していない

連携情報の保管場所 ○:各医療機関の院内,○:院外のデータセンター

障害対策（バックアップ体制） ○:提供ベンダーのサービスを利用,○:待機系サーバを遠隔地に設置

利用している情報の取得元システム ○:病院（電子カルテ）より取得,○:医科診療所（電子カルテ）より取得

医療情報連携ネットワークのシステム

連携方式 ○:分散型

情報共有形態 ○:双方向での共有,○:参照のみ

提供しているサービス項目 ○:退院時サマリ,○:画像情報の共有,○:医療従事者用モバイル対応,○:在宅医療連携,○:介護連携

その他　備考・補足

共有できる情報項目

利用している情報項目
○:患者基本情報（氏名、年齢、住所等）,○:診療情報提供書,○:医師記録（経過記録）,○:サマリ,○:その他文書,○:処方オーダ,○:注射
オーダ,○:検体検査オーダ,○:放射線検査オーダ,○:生理検査オーダ,○:検体検査結果,○:生理検査結果,○:画像（放射線検査、内視鏡検査
等）

患者が同意の撤回（脱退）する場合 同意書の撤回（脱退）文書による

新たに参加施設が増えた場合 連携先追加の同意書による取得

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス） ○:脳血管障害,△:糖尿病

介護施設、その他 ○:施設ごとの参加判断

患者 ○:参加施設すべての情報連携に一括同意,○:施設毎に情報連携の可否を指定

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 同意による取得

参加患者数（実績数） 402 402

同意取得について

医療機関等 ○:施設ごとの参加判断

登録患者数 その内の実際に情報共有している患者数

参加している病院の施
設類型

特定機能病院

地域医療支援病院

精神科病院

参加施設数

参加団体数（実績）

参加団体数（予定）

施設名

対象地域 市区町村単位での連携 いちき串木野市と脳卒中連携を行っている市街の近隣病院,0

行政計画への記載

参加団体数と参加患者数

ネットワーク導入による効果
△:患者サービスが向上した,○:医療機関間の人的ネットワークが進んだ,△:医師の偏在を補う効果があった,△:患者紹介の円滑化が進んだ,
△:（診療所にとって）地域中核病院のサポートが受けれれるようになった,△:（地域中核病院にとって）診療所の支援が受けられるように
なった

ネットワークが現在抱えている課題 閲覧施設側からのデータのアップがない。開示病院になるための導入費用が高いため、開示施設が増えない

運営について工夫した点、苦労した点 包括同意へ移行

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的 医療連携,在宅医療対策,がん対策,脳卒中対策,急性心筋梗塞対策,糖尿病対策,精神科医療対策,疾病予防対策,疾病管理,健康管理

地域の課題
行政との連携がされていない。医師会病院の主導であるが、医師会会員施設の登録が少ない、開業医の医師の高齢化に伴う、PCやインターネッ
トへの不慣れにより導入されないケースも多い

担当者 畑中勇二 Eメールアドレス y.hatanaka@kunc99.ne.jp

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加 参画していない

団体名 いちき串木野市医師会立脳神経外科センター

住所 鹿児島県いちき串木野市生福5391番地3

電話番号 0996-32-9999 所属部署 看護部

公開URL http://kunc99.jp/

ネットワークの概要 診療情報の情報共有を目的としたICT

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 病院　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 いちき串木野市地域連携サービス

ネットワークの略称・愛称　 さくらネット

運用開始（予定）年 2013 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 448 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 鹿児島 整理番号： 0302 情報更新日： 2017/4/6

病院 開示側 無料 閲覧側 無料

医科診療所 開示側 無料 閲覧側 無料

歯科診療所 開示側 無料 閲覧側 無料

薬局 開示側 無料 閲覧側 無料

介護施設 開示側 無料 閲覧側 無料

その他 開示側 無料 閲覧側 無料

患者 開示側 無料 閲覧側 無料

回 回

回 回

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係

会員増加に効果的なサービス

人的なネットワーク （立上げ時）基幹病院 （会員増加時）基幹病院

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ 都道府県

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組 説明会の開催,勉強会・セミナーの開催

特に効果のあったもの・理由

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 なし 電子的診療情報評価料の算定状況 なし

ネットワーク運用費用の負担（実施中） その他 ネットワーク運用費用の負担（実施予定）

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

将来のシステムの更改の費用負担

将来のシステムの更改の費用負担 サービス利用料金等の収入より負担　

費用の負担

ネットワーク構築費用の負担（実施中） その他 ネットワーク構築費用の負担（実施予定）

利用・参加料金

蓄積された個人情報・診療情報の利用

個人情報・診療情報の利用

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備 ○:個人情報保護方針の制定,○:セキュリティポリシーの制定,○:運用管理規程の制定,○:操作マニュアルの整備

安全管理
△:定期的な運用管理規程等の見直し,○:従事者との守秘義務契約,○:共有情報の閲覧履歴の定期的確認,○:共有情報サーバ等の設備室の入退
管理

利用・参加料金

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 449 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 沖縄県 整理番号： 0377 情報更新日： 2017/2/14

回 回

回 回

サービス強化の決定理由

構築時以降に、追加したサービス

追加サービスと会員増加の関係

会員増加に効果的なサービス

人的なネットワーク （立上げ時）その他 （会員増加時）その他

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組 その他

特に効果のあったもの・理由 その他 公立の離島診療所を対象としたもので、周知・広報等になじむものではない。

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 電子的診療情報評価料の算定状況

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

公開URL

ネットワークの概要 離島診療所の支援を目的として、診療所及び病院間を結ぶネットワークシステム。

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 沖縄県離島・へき地遠隔支援情報システム

ネットワークの略称・愛称　

運用開始（予定）年 2000 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 450 JMARI(日医総研）



ITを利用した全国地域医療連携詳細（2016年度調査）

地域・都道府県： 九州 沖縄県 整理番号： 0529 情報更新日： 2017/3/6

〒901-1105

事務局人数 専任 1 人 2 人

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局 介護施設 その他の施設

22 80 32 1

12

施設の有無 施設数

利用している情報の取得元システム
○:病院（電子カルテ）より取得,△:病院（レセコン）より取得,△:病院（画像システム）より取得,○:医科診療所（電子カルテ）より取得,
○:医科診療所（レセコン）より取得,△:歯科診療所（レセコン）より取得,○:薬局（調剤レセコン）より取得,○:検査センター（検査システ
ム）より取得,○:その他より取得,検査会社、市町村国保連合会（後期高齢含む）、協会けんぽより独自システムあるいはCD等で取得

提供しているサービス項目
△:診療情報の連携,△:電子紹介状,○:電子クリニカルパス,△:電子版おくすり手帳,△:退院時サマリ,○:健診情報の連携,△:画像情報の共有,
○:検査機関との連携,○:患者用IDカードの発行,△:医療従事者用モバイル対応,△:ＰCアクセスサービス（患者）,△:モバイルアクセスサービ
ス（患者）,△:患者による自己管理システム,△:在宅医療連携,△:介護連携,△:情報共有（掲示板、SNSなど）,△:診療・検査予約

その他　備考・補足

共有できる情報項目

利用している情報項目
○:患者基本情報（氏名、年齢、住所等）,△:病名情報,△:診療情報提供書,△:医師記録（経過記録）,△:サマリ,△:手術記録,△:看護記録,
○:その他文書,△:処方オーダ,○:検体検査結果,△:生理検査結果,△:画像（放射線検査、内視鏡検査等）,○:調剤結果

患者が同意の撤回（脱退）する場合 同意書の撤回（脱退）文書による

新たに参加施設が増えた場合 　

提供しているサービス状況

連携している疾病（連携パス） ○:脳血管障害,○:心臓疾患,○:糖尿病,△:認知症

介護施設、その他 ○:施設ごとの参加判断

患者 ○:参加施設すべての情報連携に一括同意

同意取得について（患者詳細）

新規患者からの同意取得 同意による取得

参加患者数（実績数） 24838

同意取得について

医療機関等 ○:施設ごとの参加判断

あり 1 平安病院

登録患者数 その内の実際に情報共有している患者数

参加している病院の施
設類型

特定機能病院 あり 1 琉球大学医学部附属病院

地域医療支援病院 あり 6
ハートライフ病院、中頭病院、県立中部病院、那覇市立病院、沖縄赤十字病院、豊見城中央病
院

精神科病院

参加施設数

参加団体数（実績）

参加団体数（予定）

施設名

対象地域 全県域での連携 沖縄県

行政計画への記載 はい

参加団体数と参加患者数

ネットワーク導入による効果
△:患者サービスが向上した,△:患者の負担が軽減した,△:医療機関間で機能分化が進んだ,△:医療機関間の知識やノウハウの伝達習得が進ん
だ,△:医療機関間の人的ネットワークが進んだ,△:医師の偏在を補う効果があった,△:患者紹介の円滑化が進んだ,△:（診療所にとって）地域
中核病院のサポートが受けれれるようになった,△:（地域中核病院にとって）診療所の支援が受けられるようになった

ネットワークが現在抱えている課題

「継続運用」一番の課題は継続して運用していくための運用コストを如何に安定的に確保出来るかであると考える。運用コストには、システム
保守料や会議費等に加え、ネットワークに参加いただくための広報費も必要となってくる。システム保守料は、利便性を高めたり、ユーザーの
要望に沿えば沿うほど、運用コストが高くなるため、保守会社との慎重な契約が必要と考える。場合によっては、システムの一部機能の見直
し、停止なども念頭に置く必要があるのではないかと考える。「同意取得」個人情報、医療情報等、機微性の高い情報を取り扱うため、どうし
ても個人個人に説明し同意を取得する必要がある。しかし、実際の診療業務に加え、同意取得に必要な説明を行うことに業務負担が増し、各施
設のスタッフの抵抗感を与えることになり、なかなか賛同いただけない部分もある。現実的ではないが、健康条例などの策定や保険証の利活用
による包括同意が可能になると一気にネットワークの利用頻度や価値があがるものと考える。「セキュリティVS利便性」セキュリティと利便性

運営について工夫した点、苦労した点 保険者（市町村国保、協会けんぽ、後期高齢者医療広域連合）より、健診データを提供いただいたこと。

医療情報連携ネットワークの運営

兼任　

医療情報連携ネットワークの実施目的・地域など

ネットワークの導入目的 医療連携,在宅医療対策,脳卒中対策,急性心筋梗塞対策,糖尿病対策,疾病予防対策,疾病管理,健康管理

地域の課題 ・65歳未満の死亡率が高い・外来受療率が低い

自治体の運営への参加

自治体の運営への参加 協議会メンバーとして

団体名 沖縄県医師会

住所 沖縄県南風原町字新川218-9

電話番号 098-888-0087 所属部署 業務2課

公開URL http://www.shinryo.okinawa.med.or.jp/

ネットワークの概要
特定健康診査（全市町村国保、協会けんぽ）や長寿健診の結果を基本情報に、各医療機関における検査結果、脳卒中、糖尿病、急性心筋梗塞地
域医療連携パス情報、また調剤薬局より提供いただく処方・調剤情報等を集積及び共有し、県民への適切な健康相談や医療勧奨、治療、服薬指
導、適正処方等を行うための取組です。

医療情報連携ネットワークの代表団体

代表団体区分 医師会　

医療情報連携ネットワークの概要

ネットワークの名称　 おきなわ津梁ネットワーク

ネットワークの略称・愛称　

運用開始（予定）年 2015 ネットワークの稼働状況 サービス運用中　

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 451 JMARI(日医総研）
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病院 開示側 有料 15000 閲覧側 有料 15000

医科診療所 開示側 有料 5000 閲覧側 有料 5000

歯科診療所 開示側 有料 5000 閲覧側 有料 5000

薬局 開示側 有料 5000 閲覧側 有料 5000

介護施設 開示側 有料 2000 閲覧側 有料 2000

その他 開示側 閲覧側

患者 開示側 閲覧側

千円

千円

運用費内訳 保守費 0 千円 その他費用 0 千円

連携費用 200床以上 千円 200床以下 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

構築費用 千円

運用費用 千円

（運用費内訳） 保守費 0 千円 その他費用 0 千円

回 回

回 回

サービス強化の決定理由 会員満足度の向上,患者サービスの向上

構築時以降に、追加したサービス 在宅医療連携,その他のサービス情報共有（掲示板、SNSなど）

追加サービスと会員増加の関係 どちらとも言えない

会員増加に効果的なサービス 診療情報の連携,電子紹介状,退院時サマリ,健診情報連携,画像情報の共有,在宅医療連携,介護連携

人的なネットワーク （立上げ時）医師会 （会員増加時）

参加機関・患者拡大のメリット

地域範囲の適切なサイズ

普及に向けた施策・取組

周知・広報の施策・取組 医療機関等への訪問,医師会を通じた周知

特に効果のあったもの・理由

開示施設の患者情報への総アクセス回数 開示施設の患者情報へアクセス実績のある施設数

診療報酬加算の算定状況

検査・画像情報提供加算の算定状況 電子的診療情報評価料の算定状況

ネットワーク運用費用の負担（実施中）
参加施設の負担,地域の医療関係団体（医師
会、その他）の負担,保険者の負担

ネットワーク運用費用の負担（実施予定）

医療情報ネットワークの連携実績

ポータルサイトへの総ログイン回数 ポータルサイトへのログイン実績のある施設数

将来のシステムの更改の費用負担

将来のシステムの更改の費用負担 サービス利用料金等の収入より負担,公的資金より負担　

費用の負担

ネットワーク構築費用の負担（実施中）
参加施設の負担,地域の医療関係団体（医師
会、その他）の負担,保険者の負担

ネットワーク構築費用の負担（実施予定）

実施予定の
ネットワーク

0

0

主な関連IT企業

地域医療介護総合確保基金 はい 額（千円）・用途 16321 連携システム環境構築費用

その他の公的資金 
8039

運用費用 0

内訳

地域医療再生臨時特例交付金 はい 額（千円）・用途 234000 連携システム環境構築費用,ネットワーク費用,工事・作業費用

利用・参加料金

蓄積された個人情報・診療情報の利用

個人情報・診療情報の利用 △:学術研究等の公益目的で利用,△:統計結果の公益目的以外で利用

予算関係

構築費用 250321

システムの運用管理

運用管理規程（規定）等の整備
○:個人情報保護方針の制定,○:セキュリティポリシーの制定,○:運用管理規程の制定,○:操作マニュアルの整備,△:障害・災害時の対応規定
の制定

安全管理
△:定期的な監査もしくは確認等（規定等が遵守されているか）,○:定期的な運用管理規程等の見直し,○:従事者との守秘義務契約,△:共有情
報の閲覧履歴の定期的確認,○:ウィルスソフトを最新バージョンに保つ,○:共有情報サーバ等の設備室の入退管理

利用・参加料金

医療機関・薬局用 ○:2要素認証,△:IDとパスワード

介護施設・その他施設用 △:2要素認証,△:IDとパスワード

患者用

医療機関等との通信（閲覧側） ○:インターネットVPN（IPSec+IKE）

介護施設・その他施設との通信 △:インターネットVPN（IPSec+IKE）

患者との通信 △:インターネット（TLS1.2の高セキュリティ型)

厚生労働省標準規格の採用
△:医薬品HOTコードマスター,△:ICD1対応標準病名マスター,△:診療情報提供書（電子紹介状）,△:IHE統合プロファイル「可搬型医用画像」
およびその運用方針,○:医療におけるデジタル画像と通信（DICOM）,○:JAHIS臨床検査データ交換規約,○:標準歯科病名マスター,○:臨床検査
マスター,△:SS-MIX2ストレージ仕様書および構築ガイドライン

情報連携基盤技術仕様 △:PIX/PIXV3/PDQ/PDQV3,△:CT

通信ネットワーク・ログインセキュリティ

医療機関等との通信（開示側） ○:インターネットVPN（IPSec+IKE）

地域共通ID ○:独自開発のシステムを利用,○:その他の共通システムを利用

連携情報の保管場所 ○:院外のデータセンター

障害対策（バックアップ体制） ○:磁気メディア等のバックアップデータを保存

医療情報連携ネットワークのシステム

連携方式 ○:クラウド型

情報共有形態 ○:双方向での共有

表中の○:"実施中",　△: "実施予定” 452 JMARI(日医総研）


